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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
、
並
び

に
税
務
当
局
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
と
ご
指

導
に
よ
り
、
滞
り
な
く
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
20
年
の
日
本
経
済
は
、
年
が
明
け
て
息

の
長
い
好
況
か
ら
足
踏
み
状
態
に
な
り
、
原
油
・
原
材

料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
景
気
の
先
行
き
が
危
ぶ
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
秋
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
100
年
に
１
度

と
も
い
わ
れ
る
世
界
的
な
金
融
危
機
に
巻
き
込
ま
れ
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
景
況
が

急
速
に
悪
化
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
中
小

企
業
は
激
流
に
翻
弄
さ
れ
る
木
の
葉
の
よ
う
に
、
受

注
の
低
迷
や
資
金
繰
り
の
悪
化
と
戦
い
な
が
ら
、
年

越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
政
治
の
方

も
、
与
野
党
と
も
政
局
に
か
ま
け
て
、
歴
史
的
と
も
い

え
る
景
況
の
急
降
下
、
雇
用
の
調
整
等
に
適
時
、
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
を
深

め
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
先
行
き
混
沌
と
し
た
時
勢
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
法
人
会
は
計
画
さ
れ
た
事
業
を
粛
々
と
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
恒
例
の
「
夏
期
経
営
者
講
座
」
や

「
税
を
考
え
る
週
間
記
念
講
演
会
」
を
は
じ
め
、
前
年

度
か
ら
実
施
し
た
「
ミ
ニ
研
修
会
」
も
盛
況
を
極
め
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
３
市
で
実
施
す
る
「
市
政

懇
談
会
」
も
、
既
に
２
市
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
市

政
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
会
員
が
集
い
、
市
の
発
展

を
願
っ
て
市
長
と
親
し
く
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
だ
け
で
な
く
、
15
の
支
部
、

５
つ
の
部
会
も
、
昨
年
以
上
に
活
性
化
し
た
事
業
を

積
極
的
に
推
進
致
し
ま
し
た
。
特
に
、
女
性
部
会
が
推

進
す
る
「
親
子
租
税
教
室
」
は
、
全
国
大
会
で
事
例
発

表
す
る
な
ど
全
国
的
な
注
目
を
集
め
、
秋
の
納
税
表

彰
で
は
、
特
別
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
今
年
度
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
支
部

合
併
を
含
む
支
部
組
織
の
改
革
も
、
支
部
会
員
の
ご

理
解
を
得
て
、
15
支
部
を
８
支
部
に
再
編
成
す
る
と

い
う
大
事
業
を
年
内
に
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
支
部
活
動
の
一
層
の
活
性
化
と
効

率
化
が
期
待
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
支
部
組
織

改
革
を
弾
み
と
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
か
ら
、
最
大
の

課
題
で
あ
り
ま
す
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
を

本
格
的
に
推
進
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

22
年
度
に
は
、「
公
益
社
団
法
人
」
の
認
定
を
受
け
、

法
人
会
が
新
し
い
時
代
に
適
応
し
、
地
域
社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
経
営
者
団
体
と
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
が
出
来
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
私
た
ち
執
行
部
は
、
こ
れ

ら
の
諸
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
会
員
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
事
業
の
推
進

に
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の

ご
事
業
の
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会  

会
長
　
　
　
　
　
　

　
　
　

梅  

根
　
憲  

生
　
　

支
部
組
織
改
革
を
は
ず
み
と
し
て

　
　
　
　
　
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
の
梅
根
会
長
を
は
じ
め

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
は
、
各
種
の
税
務

研
修
会
や
夏
期
経
営
者
講
座
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

記
念
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
常
に
会
活
動
の
活
性

化
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
児
童
を
対

象
と
し
た
租
税
教
室
の
開
催
や
地
域
の
社
会
貢
献
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
事
業

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
わ
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
み
、
労
働
力
人
口
は
徐
々
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
今
後
は
公

的
サ
ー
ビ
ス
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の

今
年
か
ら
は
『
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
』
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

武
蔵
野
税
務
署
　
署
長
　
　
　
　
　
　
　
　

山  

本
　
廣  

基
　
　

財
源
で
あ
る
税
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
納
税

申
告
さ
れ
る
方
の
数
は
、
雇
用
形
態
の
変
化
や
年
金

課
税
の
見
直
し
、
消
費
税
の
免
税
点
の
引
き
下
げ
な

ど
に
よ
り
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
経
済
取
引
で
は
、
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
が
急
速

に
進
展
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
取
引
は
、

個
人
レ
ベ
ル
の
電
子
商
取
引
で
も
国
境
を
越
え
て
日

常
的
に
行
わ
れ
、
こ
う
し
た
中
に
は
各
国
の
税
制
や

租
税
条
約
の
違
い
な
ど
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
租
税

負
担
を
軽
減
す
る
国
際
的
租
税
回
避
の
問
題
を
含
む

も
の
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
層
複
雑
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。

職
員
の
増
加
が
難
し
い
中
、
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
複
雑
か
つ
困
難
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
私
ど
も
税
務
に
携
わ
る

者
と
し
ま
し
て
は
、
国
民
の
皆
様
方
か
ら
負
託
さ
れ

た
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
ま
た
、
納
税
者
の
方
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
時
代
の
変
化
に
迅
速
に
対

応
し
た
税
務
行
政
を
遂
行
し
て
「
適
正
・
公
平
な
課
税

の
実
現
と
期
限
内
納
付
の
確
立
」を
図
り
、
皆
様
の
ご

理
解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
納
税
者
利
便
の
向
上
の
た
め
の
施

策
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
・
機
能
の
充
実
に
努
め
、
こ
れ
ま
で
に
法
令

解
釈
通
達
、
質
疑
応
答
事
例
、
路
線
価
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
19
年
度
の

ア
ク
セ
ス
件
数
は
約
１
億
１
千
万
件
と
、
平
成
15
年

度
に
比
べ
、
約
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
国
税
庁
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
通
称
ｅ

― 

Ｔ
ａ
ｘ 

）
は
、
納
税
者
利
便
の
向
上
と
行
政
の
効
率

化
・
高
度
化
を
目
的
と
す
る
電
子
政
府
実
現
の
一
環

と
し
て
導
入
さ
れ
、
政
府
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
が
決
定

し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
拡
大
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

税
務
署
と
し
て
も
最
重
要
課
題
と
し
て
利
用
拡
大
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
に
向

け
、
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
利
用
を
ご
検
討
中
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

是
非
、
今
年
か
ら
『
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
』
で
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
武
蔵
野
法
人

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
梅
根
会
長
は
じ
め
役
員
、
会
員
の
皆
様

に
は
、
格
段
の
ご
高
配
と
ご
交
誼
を
賜
り
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
の
主
要
な
行
事
に
は
い

つ
も
お
招
き
い
た
だ
き
、
ま
た
決
算
法
人
説
明
会
や

支
部
主
催
の
研
修
会
な
ど
に
も
私
ど
も
の
会
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

箱
根
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回

夏
期
経
営
者
講
座
は
、「
政
治
・
経
済
〜
情
報
の
ウ
ラ

を
読
む
」
を
テ
ー
マ
に
読
売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
の
辛

坊
治
郎
氏
と「 

心
と
か
ら
だ｣

を
テ
ー
マ
に
東
京
大
学

教
授
解
剖
学
者
の
養
老
孟
司
氏
の
お
話
で
し
た
。
著

名
な
両
講
師
の
お
話
は
、
ご
招
待
い
た
だ
い
た
私
ど

も
４
名
の
会
員
は
も
と
よ
り
、
参
加
さ
れ
た
法
人
会

の
会
員
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
変
有
意
義
な
お
話
で

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が
金
融
不
安
を

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

東
京
税
理
士
会
武
蔵
野
支
部
　
支
部
長
　
　
　
　
　

河  

並
　
祐  

幸
　
　

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
後
の
懇
親
会
は
、

会
員
の
皆
様
の
よ
き
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
の
人
脈
の
広
さ
と
、
時

流
に
合
っ
た
講
師
の
招
聘
に
は
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
政
府
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、「
景
気
は
、
弱

ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
世
界
経
済
が
一
段
と
減
速
す

る
な
か
で
、
下
押
し
圧
力
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い

る
。」
―
― 

さ
き
ゆ
き
に
つ
い
て
は
、
原
油
価
格
等
の

下
落
に
よ
る
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、

世
界
的
な
金
融
危
機
の
深
刻
化
や
世
界
景
気
の
一
層

の
下
振
れ
懸
念
、
株
式
・
為
替
・
市
場
の
大
幅
な
変
動

な
ど
か
ら
、
雇
用
情
勢
な
ど
を
含
め
、
景
気
の
状
況
が

さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
る
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
―
― 

と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
様
な
月
例
報
告
か
ら
も
私
た
ち
を
取
り
巻
く

中
小
企
業
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
を
想
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が

金
融
不
安
を
起
こ
し
、
い
ま
や
全
世
界
に
そ
の
影
響

が
及
ん
で
お
り
ま
す
。
百
年
に
一
度
の
大
き
な
変
化

の
中
、
企
業
の
経
営
者
は
や
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
大

不
況
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
に

で
き
る
経
営
努
力
は
当
然
で
す
が
、
政
府
に
で
き
る

景
気
対
策
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
由
民
主
党
の
平
成
21
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ

る
基
本
的
な
考
え
方
は
「
世
界
経
済
の
混
乱
や
そ
れ

に
伴
う
国
内
経
済
の
不
振
か
ら
国
民
生
活
を
守
り
、

今
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
う
ち
に
景
気
回
復
を
最
優

先
で
実
現
す
る
と
の
断
固
た
る
決
意
に
基
づ
い
て
、

わ
が
国
の
内
需
を
刺
激
す
る
た
め
、
大
胆
か
つ
柔
軟

な
減
税
措
置
を
講
じ
る
。
そ
の
際
、
低
炭
素
化
の
促
進

の
観
点
か
ら
税
制
の
グ
リ
ー
ン
化
に
配
慮
す
る
。」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
税
制
改
正
が
個
人
や
企
業
を
守
る

効
果
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

貴
法
人
会
は
納
税
意
識
の
向
上
や
正
し
い
税
知
識

の
普
及
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
税
制
改
正
要
望
の
運
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
影

響
力
も
大
き
く
い
つ
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
と
税
理
士
会
は
申
告
納
税
制
度
を
支
え
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
今
後
も
ご
交
誼
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
健
康
、
ご
事
業
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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納 

税 

表 

彰 

式 

納 

税 

表 

彰 

式 

武
蔵
野
税
務
署
長
表
彰
状
受
彰
者

　
理
事
・
小
金
井
北
第
一
支
部
長

村
　
越
　
政
　
雄 

氏

　
理
事
・
吉
祥
寺
南
支
部
長

五
十
嵐
　
　
　
保 

氏

武
蔵
野
税
務
署
長
感
謝
状
受
彰
者

　
理
事
・
境
支
部
長
　

金
　
子
　
武
　
文 
氏

　
常
任
理
事
・
青
年
部
会
長
　

藤
　
橋
　
清
　
治 

氏

　
常
任
理
事
・
広
報
委
員
長

栗
　
田
　
多
美
子 

氏

租
税
教
育
推
進
感
謝
状
受
賞
者

　
女
　
性
　
部
　
会
　

以
　
上

　
さ
る
11
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
30

分
よ
り
東
京
都
立
多
摩
社
会
教
育
会

館
に
お
い
て
、「
平
成
20
年
度
税
務
功

労
者
立
川
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
贈

呈
式
」が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
副
会
長

の
河
村
　
清
氏
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
。

　
河
村
副
会
長
は
広
報
副
委
員
長
、

小
金
井
北
第
二
支
部
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
19
年
よ
り
現
職
に
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
た
い
。

都
税
事
務
所
長
表
彰

さ
る
11
月
13
日
（
木
）
午
後
３
時
よ

り
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
平
成
20
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
当
日
は
、
法
人
会
の
活
動
を

通
じ
て
申
告
納
税
制
度
の
普
及
に
尽
力

し
、
税
務
行
政
の
運
営
に
多
大
の
寄
与

を
さ
れ
た
各
位
に
対
し
、
山
本
武
蔵
野

税
務
署
長
よ
り
表
彰
状
、
感
謝
状
が
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。

な
お
、
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
た
方
は
次
の
通
り
（
当
会
関
連
の

み
）
で
あ
る
。

　
さ
る
11
月
６
日
（
木
）
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
平
成
20
年

度
東
京
国
税
局
長
納
税
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
、
当
会
か
ら
は
、
梅
根
会
長

が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
11
月
７
日
（
金
）
東
京
都

庁
に
お
い
て
「
東
京
都
主
税
局
長
表

彰
式
」が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
は
、
梅

根
会
長
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　
梅
根
会
長
は
、
青
年
部
会
長
、
常

任
理
事
・
税
制
委
員
長
、
常
任
理
事
・

総
務
委
員
長
、
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
19
年
５
月
か
ら
は
会
長
と
し
て
、

当
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
表
彰
を
機
に
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。

東
京
国
税
局
長
表
彰 

な
ら
び
に

東
京
都
主
税
局
長
表
彰
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三
市
三
市
の
市
長
市
長
・
議
長
議
長
に
税
制
改
正
提
言
訪
問

税
制
改
正
提
言
訪
問 
三
市
の
市
長
・
議
長
に
税
制
改
正
提
言
訪
問 

 
税
制
委
員
会 

平
成
　
年
度
税
制
改
正
提
言
訪
問 

21
 

三
鷹
・
小
金
井
・
武
蔵
野
の
三
市
の

市
長
及
び
市
議
会
議
長
へ
の
要
望
活
動

は
11
月
25
日
〜
12
月
１
日
に
か
け
て
実

施
し
た
。

今
年
度
は
特
に
「
法
人
税
の
税
率
の

引
き
下
げ
」「
事
業
承
継
税
制
の
確
立
」

等
を
重
点
的
に
提
言
し
た
。

三
市
の
行
政
の
長
は
日
頃
か
ら
法
人

▲武蔵野市への陳情

　
法
人
会
恒
例
の
「
平
成
21
年
度
税
制
改
正
提
言
活
動
」
が
昨
年
の
11
月

〜
12
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
梅
根
会
長
、
近
藤
、
高
橋
、
河
村
の
各

副
会
長
、
河
田
税
制
委
員
長
、
金
井
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
が
チ
ー
ム
と

な
り
関
係
部
署
へ
提
言
活
動
を
行
っ
た
。

会
活
動
を
通
し
て
意
思
疎
通
が
図
ら
れ

て
お
り
地
方
自
治
体
の
責
任
者
と
し
て

地
元
の
声
に
耳
を
熱
心
に
傾
け
て
お
ら

れ
る
姿
勢
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

尚
今
年
度
は
議
員
の
国
会
活
動
が
多

忙
の
た
め
、
訪
問
に
か
え
て
提
言
書
の

提
出
と
し
た
。

三
市
の
市
長
・
議
長
に
提
言

▲三鷹市への陳情

▲小金井市への陳情
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ま
ち
づ
く
り
は
、
周
辺
都
市

と
の
連
携
が
不
可
欠

第
１
部
は
、
邑
上
守
正
武
蔵
野

市
長
と
話
す
会
。
吉
祥
寺
北
第
二

高
橋
支
部
長
の
司
会
進
行
で
梅
根

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
始
ま
り
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
市
長
の
略
歴
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
32

年
10
月
９
日
吉
祥
寺
北
町
で
生
誕

さ
れ
、
奇
し
く
も
平
成
17
年
10
月

９
日
の
お
誕
生
日
に
市
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
立
大
野
田
小
学
校
、

武
蔵
野
市
立
第
四
中
学
校
、
都
立

立
川
高
校
と
進
ま
れ
、
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
建
築
学
科
で
は
都
市

計
画
を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
演
題
は
、「
武
蔵
野
市

の
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
」
で
し
た
。
連
携
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
武
蔵
野
市
を

上
空
か
ら
撮
っ
た
写
真
を
見
な
が

ら
市
内
の
状
況
・
隣
接
す
る
他
市

の
状
況
を
交
え
て
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
に
あ
る
13
町
の
中
で

他
市
と
隣
接
し
て
な
い
町
は
中
町

と
吉
祥
寺
本
町
だ
け
で
あ
り
、
境

南
町
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
武

蔵
野
市
民
と
三
鷹
市
民
が
い
て
、

同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
異
な
る
な
ど
、

た
い
へ
ん
面
白
い
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
周
辺
都
市
と

の
連
携
に
よ
っ
て
全
体
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
ア
ッ
プ
し
、
地
域
資
源

の
総
合
利
用
（
都
市
イ
メ
ー
ジ
共

有
・
情
報
発
信
）、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
化
・
充
実
が
図
ら
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
回
遊
し
や
す
い
地
域

形
成
、
交
通
機
関
、
病
院
・
学
術

等
々
に
つ
い
て
も
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。吉

祥
寺
南
口
の
再
開
発

市
長
の
お
話
の
後
、
質
疑
応
答

で
は
、
吉
祥
寺
南
口
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
め
ぐ
る

質
問
に
対
し
て

「
２
年
後
に
京
王

電
鉄
の
駅
ビ
ル

の
解
体
、
現
ユ

ザ
ワ
ヤ
の
後
を

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
す
る
こ
と

を
地
権
者
に
お

願
い
し
て
い
る

段
階
で
す
が
、

近
く
の
公
会
堂

の
建
替
え
や
井

の
頭
公
園
と
の

連
続
性
を
考
え

て
い
き
た
い
」

と
の
お
考
え
を

邑上市長が 
講  演 

10月30日（木）、吉祥寺東急インに於いて武蔵野支部合同研修会が事業委員会と共催で開催されました。邑上市長
は第1部の講演のあと、交流会にも参加して各支部の挨拶を受けられました。参加者は100を越え、盛大となりました。 

武蔵野5支部  合同研修会 市政懇談会  武蔵野市 

「武蔵野市のまちづくり、これからのまちづくり」 「武蔵野市のまちづくり、これからのまちづくり」 

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
市
長
に
な
ら
れ
て
生

活
環
境
が
変
わ
り
ま
し
た
か
」
と

の
素
朴
な
質
問
に
対
し
て
は
、

「
共
働
き
で
し
た
か
ら
、
家
で
は

家
事
分
担
を
し
て
土
日
は
保
育
担

当
で
し
た
。
市
長
に
な
っ
て
か
ら

は
、
家
内
に
負
担
が
掛
か
っ
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
陳
情
は
出

て
い
ま
せ
ん
」
と
の
お
答
え
で
し

た
。荒

井
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
長
の

謝
辞
で
第
一
部
が
閉
会
と
な
り
、

部
屋
を
変
え
て
、
第
二
部
交
流
会

を
金
子
境
支
部
長
の
司
会
進
行
、

榎
本
武
蔵
野
中
央
支
部
長
の
第
二

部
開
催
の
挨
拶
、
近
藤
副
会
長
の

乾
杯
で
開
会
。
ご
馳
走
を
沢
山
楽

し
み
つ
つ
、
支
部
毎
に
市
長
に
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
五
十

嵐
吉
祥
寺
南
支
部
長
の
〆
で
無
事

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
各
支
部
事

業
委
員
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

引
き
続
き
三
鷹
市
・
小
金
井
市

も
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
か

ら
、
お
楽
し
み
に
。

　
　（
広
報
委
員
　
木
村
和
史
）
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に
あ
る
。
27
兆
円
の
経
済
対
策
の
中
に

税
制
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
に
対
す

る
時
限
的
な
引
き
下
げ
、
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
の
拡
充
、
承
継
優
遇
税
制
の
延
長
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
の
即
時
償
却
、

等
々
の
税
制
対
策
が
含
ま
れ
て
い
る
。

経
営
者
は
、
景
気
、
経
済
、
企
業
経
営
に

影
響
す
る
税
制
に
対
し
て
、
常
に
強
い

関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
」
と
挨
拶
。

続
い
て
武
蔵
野
税
務
署
の
山
本
署
長

が
「
今
年
の
『
税
を
考
え
る
週
間
』
の

テ
ー
マ
は
『
Ｉ
Ｔ
化
、
国
際
化
と
税
』

で
、
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
Ｉ
Ｔ
化
を
通
じ

た
納
税
者
環
境
の
整
備
、
国
同
士
の
協

力
・
強
調
な
ど
国
税
庁
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
記
念
講
演

 

　
　『
日
本
政
治
の
課
題

　
　
　
〜
総
選
挙
と
政
局
の
行
方
』

星
浩
氏
は
、
朝
日
新
聞
解
説
委
員
で

あ
り
、
日
曜
日
の
テ
レ
ビ
番
組
サ
ン

デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
で
も
あ
る
。
今
度
の
総
選
挙
が
日

本
の
将
来
の
重
要
な
分
岐
点
に
な
る
と

い
う
お
話
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

厳
し
い
経
済
状
況
下
、

4
つ
税
制
対
策

定
刻
の
４
時
、
税
制
委
員

会
の
佐
藤
副
委
員
長
の
司
会

で
開
会
。

最
初
に
梅
根
会
長
か
ら「
100

年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
世
界

的
な
金
融
恐
慌
に
な
り
、
株
価

の
乱
高
下
、
高
水
準
の
企
業
倒

産
と
大
変
厳
し
い
経
済
状
況

企
業
経
営
に
影
響
す
る
税
制
に
、

常
に
関
心
を
持
つ

11
月
14
日
（
金
）
午
後
4
時
か
ら
吉
祥
寺
東
急
イ
ン
で
、
第

20
回
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
星
浩
氏
に
よ
る
演
題
「
日
本

政
治
の
課
題
」で
は
、
来
年
の
衆
議
院
総
選
挙
の
意
義
と
、
政

局
の
行
方
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、「
日
本
の
将
来
像
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
」と
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら「
政

治
・
経
済
が
不
安
定
な
今
、
時
宜
を
得
た
講
演
だ
っ
た
」
と

言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

触
れ
、
新
聞
は
生
真
面
目
に
専
門
的
な

記
事
を
載
せ
て
い
る
が
影
響
力
は
テ
レ

ビ
に
負
け
る
こ
と
、
テ
レ
ビ
は
見
た
目

の
印
象
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
３
年
前

の
郵
政
選
挙
が
「
刺
客
騒
ぎ
」
に
終
始

し
た
の
は
反
省
す
べ
き
こ
と
と
語
っ

た
。
総
選
挙
は
広
範
な
政
策
論
争
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
、
有
権
者
も
成
熟
し
て

政
治
を
見
る
目
を
養
っ
て
欲
し
い
と
付

言
さ
れ
た
。

　
異
業
種
交
流
会
で
、

　
　
　
税
金
の
ミ
ニ
講
演
会

記
念
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
二

部
の
異
業
種
交
流
会
は
、
ま
ず
近
藤
副

会
長
が
「
税
収
50
兆
円
の
内
訳
は
、
法

人
税
、
所
得
税
と
、
消
費
税
、
酒
・
タ

バ
コ
な
ど
そ
の
他
の
税
の
４
種
類
あ
る

が
、
消
費
税
１
本
だ
け
に
す
る
と
20
％

に
な
り
、
所
得
税
と
２
本
立
て
な
ら
10

％
に
な
る
」
と
興
味
深
い
話
を
披
露

し
、
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。
続
い
て
、

高
橋
副
会
長
の
「
乾
杯
！
」
の
発
声
に

威
勢
良
く
唱
和
。
し
ば
ら
く
は
メ
イ
ン

テ
ー
ブ
ル
に
盛
ら
れ
た
ご
馳
走
を
味
わ

い
な
が
ら
和
や
か
な
懇
談
と
名
刺
の
交

換
が
続
き
、
高
橋
顧
問
の
中
締
め
で
記

念
講
演
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

100
年
に
1
度
の
世
界
的
な
金
融
恐
慌
。

27
兆
円
の
経
済
対
策
に
期
待

税を考える週間（記念講演＋異業種交流会） 全体報告 
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

税を考える週間（記念講演＋異業種交流会） SNAP ALBUM 

▲異業種交流会▲中締　高橋顧問

▲司会
　佐藤税制副委員長

▲異業種交流会　乾杯　高橋副会長

▲梅根会長　挨拶

▲山本武蔵野税務署長　挨拶

▲異業種交流会
　開会の辞　近藤副会長
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税を考える週間 記念講演 

麻
生
内
閣
の
景
気
対
策

と
総
選
挙

福
田
総
理
辞
任
か
ら
２
カ

月
余
り
、
日
本
の
政
治
は
ず

っ
と
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
す
。

麻
生
政
権
が
発
足
し
て
国
会

が
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
こ

の
１
週
間
は
定
額
給
付
金
の

騒
ぎ
で
す
。

福
田
総
理
の
辞
任
の
理
由

は「
臨
時
国
会
で
、
民
主
党
の

攻
勢
に
立
ち
往
生
し
た
ま
ま
解
散
と
な

れ
ば
与
党
劣
勢
と
な
り
自
民
党
は
政
権

を
失
い
か
ね
な
い
。
辞
任
し
て
賑
や
か

に
総
裁
選
を
や
り
、
そ
の
勢
い
で
政
権

を
守
ろ
う
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
麻
生

さ
ん
も
総
裁
選
後
す
ぐ
に
解
散
の
考
え

で
し
た
が
、
支
持
率
が
48
％
と
予
想
外

に
低
く
有
権
者
が
白
け
て
い
た
こ
と
、

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
の
影
響
、
さ

ら
に
自
民
党
が
選
挙
に
向
け
て
独
自
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
自
民
・
公
明
合
わ

せ
て
220
議
席
く
ら
い
で
過
半
数
の
241
に

届
か
な
い
、
そ
れ
で
急
に
ブ
レ
ー
キ
が

て
て
い
ま
す
。
財
源
は
特
別
会
計
で

３
兆
円
く
ら
い
埋
蔵
金
が
出
る
の
で

そ
れ
を
当
て
ま
す
が
、
法
律
で
、
余
り

が
出
た
ら
赤
字
国
債
の
返
済
に
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

一
般
財
源
に
回
し
て
給
付
金
に
、
と

い
う
の
は
結
局
、
赤
字
国
債
を
給
付

金
に
当
て
る
の
と
同
じ
と
言
え
ま
す
。

さ
て
、
総
選
挙
の
時
期
は
、
麻
生
総

理
の
外
交
日
程
や
通
常
国
会
で
の
予

算
の
進
行
か
ら
み
て
、
４
〜
５
（
確

認
）月
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
公
明

党
は
国
政
選
挙
並
み
か
そ
れ
以
上
に

全
力
を
傾
け
る
７
月
の
東
京
都
議
選

と
な
る
べ
く
時
間
を
空
け
た
い
意
向

で
す
。

ス
リ
リ
ン
グ
な
総
選
挙
の
行
方

今
回
の
総
選
挙
は
、
勝
っ
た
ほ
う
が

政
権
を
と
り
、
党
首
が
総
理
大
臣
に
な

り
、
政
策
を
実
行
し
ま
す
。
自
民
党
政

治
を
手
直
し
し
な
が
ら
行
く
の
か
、
民

主
党
で
思
い
切
っ
た
変
革
か
の
分
岐
点

と
な
り
ま
す
。
15
年
前
に
中
選
挙
区
制

か
ら
小
選
挙
区
制
に
改
め
て
以
来
、
４

回
の
選
挙
を
経
て
小
選
挙
区
制
が
定
着

総
選
挙
と
政
局
の
行
方

朝
日
新
聞
編
集
委
員
　
　
　
　

ほ
し

ひ
ろ
し

　
星
　
　
　
浩 

氏

『
日
本
政
治
の
課
題
』
と
題
し
た
、
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
星
浩
氏

の
講
演
で
は
、
来
年
9
月
に
任
期
切
れ
に
な
る
衆
議
院
の
総
選
挙

が
、
自
民
党
政
治
を
続
け
る
か
、
民
主
党
で
思
い
切
っ
た
変
革
を

す
る
か
大
き
な
な
分
岐
点
に
な
る
こ
と
を
解
説
し
、
望
ま
し
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
有
権
者
は
政
治
を
見
る
目
を
養
い
、
冷

静
な
判
断
を
し
て
1
票
の
権
利
を
行
使
し
て
欲
し
い
、
と
語
り
ま

し
た
。

か
か
っ
た
訳
で
す
。

麻
生
総
理
は
、
選
挙
を
先
送
り
す
る

代
わ
り
に
景
気
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
第
二
次
補
正
の
目
玉
の
定
額
給
付

金
は
大
枠
の
金
額
は
決
ま
り
ま
し
た
が

問
題
が
多
く
、
総
額
２
兆
円
く
ら
い
の

給
付
金
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
0.1
〜
0.2
％
押
し

上
げ
る
程
度
で
、
消
費
税
増
税
も
控
え

て
お
り
、
景
気
対
策
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
受
給
者
の
所
得
制
限
を
ど
う
す
る

か
、
丸
投
げ
さ
れ
た
市
町
村
は
困
り
果
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し
、
２
大
政
党
が
動
き
出
し
て
よ
う
や

く
国
民
の
選
択
が
問
わ
れ
る
選
挙
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
政
治
改
革
の
一
つ
の

帰
結
と
い
え
ま
す
。

政
策
論
争
は
相
当
活
発
に
な
る
で
し

ょ
う
。
後
期
高
齢
者
の
医
療
制
度
、
５

千
万
件
の
宙
に
浮
い
た
年
金
の
問
題
、

「
消
え
た
年
金
」
な
ど
社
会
保
障
の
問

題
が
次
々
に
出
て
い
ま
す
。
社
会
保
険

庁
は
も
ち
ろ
ん
悪
い
の
で
す
が
、
制
度

に
難
点
が
あ
り
ま
す
。
問
題
が
発
覚
す

る
の
が
受
給
資
格
を
得
る
25
年
後
で
、

銀
行
の
よ
う
に
毎
日
終
業
後
に
点
検
す

る
作
業
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
、
相

当
危
な
い
制
度
な
ん
で
す
ね
。
ま
た
、

転
職
す
る
人
が
増
え
ま
す
か
ら
、
職
業

を
変
え
る
と
年
金
が
変
わ
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
一
律
の
年
金
制
度
を
作
る

な
ど
、
改
革
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

「
官
僚
」
も
テ
ー
マ
で

す
。
経
済
が
低
成
長
に
な

る
と
、
省
庁
に
よ
っ
て
は

配
分
す
る
予
算
を
昨
年
と

同
等
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
官
僚
で
は
踏
み
切
れ

ま
せ
ん
。
民
主
党
が
考
え

る
改
革
は
、
副
大
臣
や
政

務
官
な
ど
、
現
在
役
所
に

60
ほ
ど
人
行
っ
て
い
る
政

治
家
の
数
を
100
人
に
増
や

し
て
、
上
の
ほ
う
の
意
思

決
定
を
政
治
家
が
行
い
、

役
人
が
こ
れ
を
実
行
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

最
近
の
国
政
選
挙
は
、

非
常
に
は
っ
き
り
し
た
結
果
が
出
ま

す
。
民
主
党
が
勝
っ
た
昨
年
の
参
議
院

選
挙
は
特
徴
的
で
、
一
人
区
、
地
方
の

選
挙
区
に
注
目
す
る
と
、
全
国
29
あ
る

選
挙
区
の
う
ち
自
民
党
は
６
、
野
党
が

23
と
り
ま
し
た
。
構
造
改
革
に
よ
る
地

方
の
疲
弊
、
格
差
に
対
す
る
怒
り
、
そ

れ
が
参
議
院
選
挙
で
噴
出
し
た
と
い
え

ま
す
。
選
挙
の
取
材
に
行
き
ま
し
た

が
、
地
方
の
状
況
は
相
当
厳
し
く
て
、

駅
前
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
か
、
65
歳

以
上
の
方
が
半
分
以
上
を
占
め
る
限
界

集
落
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

３
年
前
の
郵
政
選
挙
の
と
き
は
、
都

市
部
に
自
民
党
の
風
が
吹
い
て
、
東
京

の
25
選
挙
区
の
う
ち
23
選
挙
区
で
勝
ち

ま
し
た
。
１
勝
１
敗
で
今
度
の
総
選
挙

を
迎
え
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
望
ま
し
い
社
会
を

考
え
る

日
本
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
か
、
が

重
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
自
由
競
争
、

市
場
原
理
に
任
せ
て
移
民
も
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
る
社
会
で
す
。
国
の
社
会
保

障
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
北
欧
、
例

え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
消
費
税
が
25
％

と
高
い
代
わ
り
に
、
医
療
費
も
大
学
も

無
料
で
福
祉
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ど

う
い
う
社
会
が
日
本
に
と
っ
て
望
ま
し

い
の
か
、
考
え
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

日
本
が
抱
え
て
い
る
借
金
は
800
兆
円
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
500
兆
円
の
1.6
倍
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
、
Ｅ
Ｕ
に
入
る
条
件
を
借
金
が

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
以
内
と
し
て
い
ま
す
か

ら
、
日
本
は
300
兆
円
に
し
な
い
と
入
れ

ま
せ
ん
。

借
金
に
は
利
息
が
付
き
ま
す
。
今
は

長
期
金
利
が
1.5
％
く
ら
い
と
低
い
の
で

利
払
い
額
は
12
兆
円
で
す
が
、
３
％
に

な
る
と
24
兆
円
と
な
り
、
税
収
50
兆
円

の
約
半
分
が
利
払
い
で
消
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
並
み
の
300
兆
円
ま
で

減
ら
す
に
は
、
お
そ
ら
く
50
年
く
ら
い

か
か
り
ま
す
が
、
子
供
や
孫
の
時
代
に

大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
い
ず

れ
は
消
費
税
を
上
げ
て
、
元
本
の
800
兆

円
を
減
ら
す
算
段
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。今

度
の
選
挙
で
は
、
政
党
同
士
、
政
治

家
同
士
が
活
発
な
論
争
を
し
、
そ
れ
を

メ
デ
ィ
ア
が
き
ち
っ
と
報
道
す
る
、
有

権
者
も
政
治
を
見
る
目
を
養
っ
て
成
熟

し
、
冷
静
な
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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－会員増強にご協力下さい－

恒
例
、
秋
の
日
帰
り
研
修
は
10
月
25
日（
土
）、
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
て
よ
い
汗
を
か
き
、
森
林
浴
で
健
康
促
進
の

効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

 

三鷹第五 
支部 

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、 

清
々
し
い
森
林
浴 

秋
の
日
帰
り
研
修
会 

前
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
に
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
に
恵
ま
れ
て
、
現
地
集
合
と
決
定

し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
全

コ
ー
ス
歩
き
で
頂
上
に
向
か
う
グ
ル
ー
プ

と
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
し
た
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
参
加
者

は
何
と
か
頑
張
っ
て
頂
上
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
い
い
感
じ
の
汗
も
体
験
出
来
ま

し
た
。

頂
上
の
見
晴

台
で
は
絶
景
を

期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
霞
ん
で

い
て
少
し
残

念
！
　
標
高
約

600
ｍ
、
今
東
京
近

郊
で
最
も
人
気

の
あ
る
ハ
イ
キ

ン
グ
エ
リ
ア
と

言
え
る
高
尾
山

に
は
、
１
号
路
か

ら
６
号
路
ま
で
番
号
と
テ
ー
マ
の
つ
い
た

自
然
研
究
路
が
あ
り
、
水
辺
、
イ
ヌ
ブ
ナ
の

森
、
大
小
の
真
直
ぐ
に
伸
び
た
杉
な
ど
山

の
様
々
な
景
色
の
解
説
板
を
読
み
な
が
ら

楽
し
く
自
然
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
、
物
知

り
に
な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

多
分
直
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い

の
で
す
が
、
何
十
年
ぶ
り
に
山
登
り
も
ど

き
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
帰
り
は
麓
の「
ろ
く
ざ
ん
亭
」

で
昼
食
を
賑
や
か
に
い
た
だ
き
、

そ
の
あ
と
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

前
日
の
天
候
の
影
響
で
ハ
イ

カ
ー
も
想
像
し
て
い
た
よ
り
少
な

く
、
何
故
か
清
々
し
い
気
分
で
疲

れ
を
感
じ
る
こ
と
も
無
く
、
ま
た
、

こ
ん
な
ハ
イ
キ
ン
グ
は
癖
に
な
り

そ
う
で
す
。

幹
事
の
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（
広
報
委
員
長
　
栗
田
多
美
子
）

委員会・部会・支部会活動報告
2008（平成20）年10月～12月

１． 三鷹第五支部 高尾山ハイキングで、清々しい森林浴 ………………………………… p.14

２． 不動産賃貸経営部会 「賃貸マンション経営セミナー」で四谷法人会と交流研修……… p.15

３． 青年部会 「税を考える週間」の前に「税について考えよう」 ………………… p.16

４． 不動産賃貸経営部会 一括借上げシステムとリフォーム ……………………………………… p.17

５． 女性部会 顎関節症と口腔悪性腫瘍 …………………………………………………… p.18

６． 事業委員会 「挨拶」から始まった、薬師寺大谷和尚の法話 ……………………… p.19

７． 女性部会 お得な医療控除の話もあった租税教室 ………………………………… p.19

８． 吉祥寺北第一支部 賑やかに盛り上がった、恒例のボーリング大会……………………… p.20

９． 吉祥寺北第二支部 名峰富士と並ぶ三ツ星、高尾山の自然を満喫 ………………………… p.20

10． 青年部会 「全国青年のつどい」第22回長崎大会 ………………………………… p.21

11． 吉祥寺南支部 振り込め詐欺予防法及び防犯 ……………………………………………… p.22

12． 三鷹第二支部 望ましい労働契約とは？ …………………………………………………… p.23

13． 社会貢献委員会 落ち葉拾い回収作戦 ………………………………………………………… p.23

14． 不動産賃貸経営部会 土地価格を中心に相続税について研修 …………………………… p.24

15． 青年部会 趣向を凝らしたクリスマス家族会 ……………………………………… p.25

16． 武蔵野中央支部 望ましい労働契約とは？ …………………………………………………… p.26



（15） 平成21年1月5日 ほうじん「むさしの」 第372号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

10
月
15
日
（
水
）
午
後
4
時
か
ら
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
サ
ザ
ン

タ
ワ
ー
に
て
、
毎
年
恒
例
の
四
谷
法
人
会
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会

と
の
交
流
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
て
、
財
団
法
人
首
都
圏
不
燃
建
築
公
社
営
業
部
課
長
の
山

岸
竜
司
氏
に
具
体
的
で
有
益
な
内
容
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

不動産賃貸 
経営部会 

「
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
で 

四
谷
法
人
会
と
交
流
研
修 

交
流
研
修
会 

こ
れ
か
ら
の
賢
い
土
地
の

活
か
し
方

今
年
の
交
流
研
修
会
は
、
四
谷
法
人

会
の
主
催
で
同
会
員
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
建
替
え
を
題
材
に
、（
財
）首
都
圏
不

燃
建
築
公
社
の
事
業
の
う
ち
賃
貸
住
宅

建
設
事
業
に
し
ぼ
り
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
交
え

て
こ
れ
か
ら
の
賢
い
土
地
の
活
か
し
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
、「
首
都
圏
不
燃
建
築
公
社
」に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
を
す
る
と
、
昭
和

36
年
に
首
都
圏
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

を
「
安
全
で
快
適
な
美
し
い
都
市
に
育

て
た
い
」
と
い
う
使
命
の
も
と
に
設
立

さ
れ
た
公
益
法
人
で
、
こ
れ
ま
で
に

「
公
社
譲
渡
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
９
万

戸
を
超
え
る
賃
貸
住
宅
等
を
供
給
し
て

い
ま
す
。

賃
貸
住
宅
経
営
の
メ
リ
ッ
ト

本
セ
ミ
ナ
ー
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
「
賃

貸
住
宅
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
、
主
な
点
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
　
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
収
入
が

期
待
で
き
る
こ
と
。

②
　
節
税
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

③
　
手
間
を
か
け
ず
に
経
営
が
で
き
る

こ
と
。

安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
に
は
、

事
前
の
調
査
や
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
選
び
が
不
可
欠
で
す
が
、
駐
車
場

経
営
等
と
は
異
な
り
、
建
築
す
る
住
宅

そ
し
て
、
経
営
上
の
留
意
点
を

あ
げ
る
と
、
将
来
を
見
据
え
た
、

市
場
に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が

重
要
で
、
事
業
収
支
の
検
討
、
リ

ス
ク
の
分
析
も
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
大
切
な

資
産
と
す
る
た
め
に
、
設
計
・
建

設
会
社
の
選
択
や
工
事
期
間
中
の

施
工
監
理
も
信
頼
の
お
け
る
こ
と

が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
の

講
演
を
い
た
だ
い
た
（
財
）
不
燃

建
築
公
社
で
は
、
設
計
か
ら
発

注
・
管
理
ま
で
、
オ
ー
ナ
ー
の
立

場
で
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
う
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
将
来
を
見
据
え
た
建

築
事
例
と
し
て
、
間
取
り
の
変
更

が
で
き
る
マ
ン
シ
ョ
ン
や
、
周
囲
に
気

兼
ね
せ
ず
音
楽
を
楽
し
め
る
本
格
的
防

音
機
能
を
備
え
た
マ
ン
シ
ョ
ン
、
バ
イ

ク
ガ
レ
ー
ジ
を
占
有
部
分
に
設
け
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
紹
介
が
あ
り
、
興
味
深
い

話
が
続
き
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
は
講
師
を
交
え
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
当
部
会
員
並
び
に
四

谷
法
人
会
部
会
員
と
の
情
報
交
換
の
場

と
し
、
ま
た
来
年
の
再
会
を
約
束
し
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）

の
ス
ペ
ッ
ク
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
投
資

効
果
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

次
に
節
税
効
果
に
つ
い
て
は
土
地
活

用
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
・
所
得
税
・
住
民
税
な
ど
軽
減
措
置
の

適
用
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
な
ら

「
住
宅
金
融
支
援
機
構
」
の
融
資
を
受
け

た
場
合
は
、「
登
録
免
許
税
」「
不
動
産

取
得
税
」
の
減
免
措
置
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。
来
春
竣
工

の
賃
貸
住
宅
を
ご
計
画
中
の
方
は
、
一

度
相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



第372号 ほうじん「むさしの」 平成21年1月5日 （16）

－会員増強にご協力下さい－

10
月
24
日
（
金
）
午
後
6
時
か
ら
法
人
会
館
会
議
室
に
て
、
本
年
度
2
回

目
の
青
年
部
会
シ
リ
ー
ズ
研
修
会
を
開
催
。
武
蔵
野
税
務
署
の
福
住
豊
副

署
長
に
よ
る
演
題
「
税
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
は
興
味
深
い
内
容
で
、
法

人
税
法
上
の
所
得
金
額
算
出
な
ど
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
22

人
で
し
た
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
前
に 

「
税
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」 

研
修
会 

 

青年部会 
国
税
庁
は
納
税
者
の
自
発
的
な

納
税
を
サ
ポ
ー
ト

「
皆
さ
ん
、
税
を
考
え
る
週
間
は
何
月

何
日
か
ら
何
日
迄
か
ご
存
知
で
す

か
？
」
福
住
副
署
長
の
問
い
か
け
か
ら

会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
正
解
は
11
月
11

日
か
ら
17
日
迄
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
昭
和
29
年
に

設
け
ら
れ
た
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
月

間
」
が
ル
ー
ツ
で
、
そ
の
後
「
月
間
」
か

ら
「
旬
間
」、「
税
を
知
る
週
間
」
か
ら

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
「
納
税
者
に
税
を
深
く
理
解
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
な
ど
、
目
的

を
改
め
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際

化
と
税
」で
、
電
子
商
取
引
へ
の
対
応
、

納
税
者
に
と
っ
て
の
便
利
で
税
務
当
局

で
あ
る
所
得
の
金
額
、
法
人
税
法
第
22

条
を
基
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
年
度
の
益
金
の
額
か
ら
損
金
の
額

を
控
除
し
て
税
率
計
算
さ
れ
た
金
額
で

す
。
お
お
ま
か
に
は
22
条
各
項
で
す
が
、

第
23
条
以
降
に
も
細
か
な
項
目
が
あ
る

と
の
こ
と
。
さ
す
が
此
の
あ
た
り
は
難

し
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
受
講
者
の
中

で
俯
い
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
難
し
い
部
分

は
専
門
家
に
そ
の
都
度
聞
く
の
が
賢
明
、

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
。

研
修
会
の
終
了
後
、
武
蔵
野
税
務
署

の
幹
部
を
交
え
た
懇
親
会
で
は
損
金

（
経
費
）
計
上
で
き
る
金
額
や
税
収
な
ど

の
質
問
も
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
研

修
会
で
し
た
。

最
後
に
、
お
忙
し
い
な
か
講
師
を
し

て
い
た
だ
い
た
武
蔵
野
税
務
署
の
福
住

副
署
長
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
梅
原
統

括
官
、
土
田
審
理
担
当
の
三
方
に
は
そ

れ
ぞ
れ
別
々
の
テ
ー
ブ
ル
で
質
問
を
受

付
け
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
お
心
遣
い
を

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
広
報
委
員
　
吉
田
政
利
）

に
と
っ
て
も
事
務
の
効
率
化
に
役
立
つ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
の
普
及
率
の
向
上
、
国
際
取

引
の
諸
問
題
（
課
税
ル
ー
ル
）
な
ど
の

解
決
で
す
。

国
税
庁
の
使
命
は
、
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
切
か
つ
円

滑
に
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
掲
載
情
報
を
充
実
さ

せ
て
、
納
税
者
に
と
っ
て
必
要
な
税
務

情
報
を
提
供
し
、
税
に
つ
い
て
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

国
税
組
織
の
機
構
が
図
で
示
さ
れ
て

い
て
、
税
務
署
は
全
国
524
署
、
武
蔵
野

税
務
署
の
職
員
は
定
員
155
名
で
武
蔵

野
、
三
鷹
、
小
金
井
の
３
市
を
所
轄
し

て
い
ま
す
。
中
で
、
納
税
環
境
の
整
備

の
取
り
組
み
と
し
て
署
内
の
税
務
相
談

の
窓
口
を
本
日
付
け
で
廃
止
し
、
11
月

４
日
よ
り
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に

切
り
替
え
る
な
ど
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。法

人
税
法
22
条（
所
得
の
金
額
）を

中
心
に
解
説

最
後
に
、
法
人
税
の
基
本
中
の
基
本



（17） 平成21年1月5日 ほうじん「むさしの」 第372号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

10
月
29
日
（
水
）
午
後
4
時
か
ら
法
人
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
部
会
研

修
会
を
開
催
。
第
１
部
「
多
摩
エ
リ
ア
賃
貸
市
場
及
び
一
括
借
上
げ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
第
2
部
「
機
能
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
か
ら
考
え
る
リ
フ
ォ
ー
ム

セ
ミ
ナ
ー
」
の
2
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

一
括
借
上
げ
シ
ス
テ
ム
と 

リ
フ
ォ
ー
ム 

研
修
会 

 

不動産賃貸 
経営部会 

収
支
計
画
が
立
て
や
す
い

「
一
括
借
上
げ
シ
ス
テ
ム
」

第
１
部
は
積
和
不
動
産
㈱
武
蔵
野
賃

貸
営
業
部
部
長
、
上
牧
雄
一
郎
氏
に
お

話
を
伺
っ
た
。

近
年
の
賃
貸
市
場
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
影
響
な
ど
で
借
手
市
場
の
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
従
来
ど
お
り
の
設
備
や
広

さ
で
は
新
た
な
需
要
に
対
応
で
き
ず
、

募
集
活
動
で
苦
戦
を
し
て
い
る
。
一

方
、
多
少
賃
料
が
高
く
て
も
防
犯
性
の

高
い
物
件
を
望
む
傾
向
は
年
々
高
ま
っ

て
お
り
、
他
と
の
差
別
化
を
図
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
プ
別
の
動
向
と
し
て
、
単
身
者

向
け
物
件
で
は
広
さ
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

が
際
立
っ
て
い
る
。
標
準
的
だ
っ
た
20

㎡
前
後
の
物
件
で
は
狭
く
、
30
代
の
単

身
者
層
か
ら
は
30
㎡
前
後
の
１
Ｄ
Ｋ
タ

イ
プ
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
物
件
は
主
流
だ
っ
た
２
Ｄ

Ｋ
タ
イ
プ
よ
り
も
40
㎡
前
後
の
１
Ｌ
Ｄ

Ｋ
タ
イ
プ
、
な
ど
分
譲
タ
イ
プ
の
間
取

り
が
需
要
の
主
流
と
な
っ
て
き
て
い

る
。一

括
借
上
げ
シ
ス
テ
ム
の
一
番
の
特

徴
は
、
空
室
や
滞
納
に
よ
る
賃
料
の
未

収
リ
ス
ク
が
減
り
、
収
支
計
画
が
立
て

や
す
い
こ
と
だ
。
他
に
は
、
入
居
者
と

の
契
約
関
係
が
生
じ
な
い
こ
と
、
入
居

者
の
入
退
去
に
伴
う
賃
料
収
入
の
増
減

を
考
慮
す
る
必
要
が
殆
ど
無
い
た
め
、

申
告
が
比
較
的
容
易
に
な
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
オ
ー

だ
け
で
な
く
、
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
入

居
者
退
去
時
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
占
め
る

割
合
が
小
さ
く
な
い
。
最
近
の
壁
紙
に

は
見
栄
え
だ
け
で
無
く
、
様
々
な
機
能

を
持
つ
素
材
が
あ
る
。
汚
れ
防
止
や
耐

久
性
の
高
い
壁
紙
は
、
子
供
の
落
書
き

や
ペ
ッ
ト
可
の
物
件
に
お
薦
め
だ
。
壁

紙
自
体
に
吸
放
湿
性
が
あ
る
タ
イ
プ

や
、
臭
い
を
吸
着
消
臭
す
る
も
の
は
、

結
露
・
カ
ビ
が
気
に
な
る
所
に
使
う
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
よ
っ
て
使
い

分
け
れ
ば
張
替
え
の
頻
度
を
軽
減
で
き

る
そ
う
だ
。

続
い
て
デ
ザ
イ
ン
性
で
選
ぶ
と
な
る

と
、
壁
紙
の
分
厚
い
見
本
帳
を
思
い
浮

か
べ
て
「
難
儀
な
作
業
」
に
思
え
る
が
、

イ
ン
テ
リ
ア
空
間
を
用
途
別
に
グ
ル
ー

プ
分
け
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
し
て
か
ら
計

画
を
立
て
る
と
統
一
感
が
取
り
す
く
、

壁
紙
選
び
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
。「
配
色
の
法
則
」
や
「
カ
ラ
ー
の
持

つ
心
理
効
果
」
を
取
り
入
れ
れ
ば
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
イ
メ
ー
ジ
の
部
屋
に
仕

上
げ
ら
れ
る
が
、
自
信
の
な
い
方
は
、

や
は
り
プ
ロ
に
相
談
す
る
こ
と
が
最
善

と
感
じ
た
。
　

研
修
会
終
了
後
は
講
師
を
交
え
懇
親

会
を
催
し
て
、
よ
き
情
報
交
換
の
場
と

し
た
。
　
　（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）

ナ
ー
が
入
居
者
を
直
接
選
べ
な
い
こ
と

や
、
礼
金
・
更
新
料
の
取
得
が
無
い
こ

と
だ
が
、
賃
貸
物
件
か
ら
遠
く
離
れ
た

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
て
入
居
者
管
理
・

建
物
管
理
が
煩
わ
し
い
と
感
じ
る
オ
ー

ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

壁
紙
は
入
居
者
退
去
時
の

リ
フ
ォ
ー
ム
の
上
位

第
二
部
は
、
㈱
サ
ン
ゲ
ツ
東
京

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
松
岡
氏
に
「
壁
紙
」

に
絞
っ
て
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
壁

紙
は
、
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る



第372号 ほうじん「むさしの」 平成21年1月5日 （18）

－会員増強にご協力下さい－

11
月
6
日
（
木
）、
法
人
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
歯
科
医
師
大
村
光
先
生

に
よ
る
、
顎
関
節
症
と
口
腔
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。
大
村
先
生
に
は
前
回
は
歯
に
つ
い
て
大
変
有
意
義
な
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
話
術
と
適
格
な
表
現
に
、
是
非
第
二
回
目
を

と
お
願
い
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

ば
90
％
が
治
る
そ
う
で
す
。
口
の
中
に

で
き
る
腫
瘍
（
癌
）
は
常
に
注
意
し
て

い
な
い
と
病
状
が
分
か
り
に
く
く
、
痛

み
や
不
快
感
が
少
な
い
た
め
、
早
期
発

見
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
腫
瘍
が
出
来
や
す
い
順
に

書
き
ま
す
と
、
①
舌（
下
の
側
面
）、
②

上
顎
、
③
唇
、
④
奥
歯
の
後
ろ
、
⑤
口

腔
底（
舌
の
下
）、
⑥
ほ
っ
ぺ
の
裏
、
⑦

歯
肉
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
腫
瘍
を
早
く
見
つ
け
る
方

法
は
、
鏡
で
口
の
中
を
点
検
し
ま
す
。

赤
い
斑
点
が
な
い
か
、
口
の
奥
、
舌
の
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顎
関
節
症
と
口
腔
悪
性
腫
瘍 

研
修
会 

 

下
顎
の
ず
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
起
き
る

歯
科
の
分
野
に
口
腔
外
科
と
い
う
科

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
口
腔
外
科
は
脳
か

ら
鎖
骨
ま
で
の
間
を
専
門
に
看
る
科

で
、
本
日
の
顎
関
節
症
や
口
腔
は
こ
の

中
に
含
ま
れ
ま
す
。

顎
関
節
症
と
は
顎
に
出
る
症
状
で
、

顎
が
外
れ
た
り
、
痛
み
が
あ
っ
た
り
、

が
く
が
く
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
女
性
に
比
較
的
多
く
、
男
性
は
女

性
の
発
生
率
の
半
分
く
ら
い
だ
そ
う
で

す
。
顎
に
異
常
を
感
じ
て
も
、
放
っ
て

お
く
人
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
て
自
然
に
治
る
こ
と
は
絶

対
に
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
治
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
思
わ
ぬ
病

気
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
不
眠
や
自
律
神
経
失
調
症
、
ぜ
ん

そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
、
脳

梗
塞
、
生
理
不
順
、
不
妊
症
、
腰
痛
、
高

血
圧
、
耳
鳴
り
、
め
ま
い
、
い
び
き
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
下
顎
が
ず
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
ひ
ず
み
を

放
っ
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
の
症
状
を
起

こ
す
そ
う
で
す
。

鏡
を
使
っ
て
自
分
で
口
腔
癌
を

早
期
発
見
す
る

次
は
口
腔
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。
口
腔
悪
性
腫
瘍
は
日
本
人
全

体
の
２
％
〜
４
％
が
発
生
し
、
半
分
の

人
が
良
く
な
り
ま
す
。
早
期
発
見
す
れ

下
、
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
舌
の
側

面
で
す
。
次
は
よ
く
手
を
洗
っ
て
か

ら
、
唇
、
ほ
っ
ぺ
を
よ
く
触
っ
て
、
シ

コ
リ
が
な
い
か
を
確
か
め
ま
す
。

ま
た
口
内
炎
が
一
週
間
以
上
治
ら
な

い
と
き
、
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い
場

合
、
出
血
が
あ
る
、
シ
ビ
レ
が
あ
る
、
の

ど
に
何
か
引
っ
か
か
る
感
じ
が
６
週
間

以
上
続
く
と
き
、
鼻
詰
ま
り
が
長
く
続

く
、
ア
ゴ
の
下
や
首
の
ま
わ
り
に
グ
リ

グ
リ
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
病

院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
口
腔
癌
は
鏡
と

指
で
発
見
で
き
る
と
先
生
は
断
言
な
さ

い
ま
し
た
。
自
分
の
口
の
中
を
要

注
意
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
口
腔
癌
に
な
り
や
す
い

人
は
、
①
口
の
中
が
汚
い
人
（
歯

磨
き
を
し
な
い
人
、
口
を
ゆ
す
が

な
い
人
）、
②
鉄
分
や
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
不
足
し
て
い
る
人
、

③
タ
バ
コ
を
吸
う
人
、
④
お
酒
を

た
く
さ
ん
飲
む
人
、
⑤
他
の
癌
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
と
い

う
お
話
で
し
た
。

抱
腹
絶
倒
の
面
白
さ
で
分
か
り

や
す
い
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
　
　

（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）
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11
月
10
日
（
月
）
午
後
１
時
半
よ
り
法
人
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
世

界
遺
産
の
薬
師
寺
の
執
事
、
大
谷
徹
奘
（
お
お
た
に
て
つ
じ
ょ
う
）
和
尚

を
お
迎
え
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
90
名
と
多
く
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

 

事業委員会 

「
挨
拶
」
か
ら
始
ま
っ
た
、 

薬
師
寺
大
谷
和
尚
の
法
話 

研
修
会 

 

伊
藤
事
業
委
員
長
に

よ
る
挨
拶
か
ら
講
師
の

ご
紹
介
と
続
き
、
い
ざ
法

話
の
始
ま
り
、
と
思
い
き

や
、
大
谷
徹
奘
和
尚
か
ら

参
加
者
の
元
気
の
無
い

挨
拶
を
い
き
な
り
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

１
、
挨
拶
は
出
会
い
を
喜

び
、
自
分
か
ら
大
き
な

声
で
す
る
こ
と
。

２
、
挨
拶
は
目
の
高
さ
を
合
わ
せ
、
身
体
を

倒
し
て
１
、
２
、
３
と
数
え
て
心
を
込
め

る
こ
と
。

挨
拶
は
、
人
と
し
て
の
基
本
で
、
そ
れ
が

き
ち
ん
と
で
き
な
い
よ
う
な
人
は
何
を

や
っ
て
も
だ
め
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
谷
和
尚
の
お
話
は
、
最

初
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
挨
拶
の
力
」
か
ら
始
ま

り
「
人
間
関
係
」、「
縁
」、「
覚
悟
」
に
言
及

さ
れ
た
、
内
容
の
豊
富
な
講
演
で

し
た
。

具
体
的
に
は
、
社
員
と
社
長
と

し
て
出
会
う
縁
、
生
ま
れ
て
き
た

と
い
う
縁
、
出
会
い
を
持
つ
全
て

の
も
の
は
、「
よ
っ
ぽ
ど
の
ご
縁
」

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ

た
縁
を
歓
べ
な
い
人
は
、
幸
せ
に

な
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
自
分
に
出

会
っ
た
こ
と
を
歓
べ
な
い
と
、
人

と
の
出
会
い
も
歓
べ
ま
せ
ん
。
縁
か
ら
絆

へ
と
進
む
為
に
は
　
本
気
、
決
心
、
心
が
わ

り
し
な
い
と
い
う
「
覚
悟
」
が
大
事
、
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
　

ご
縁
や
覚
悟
な
ど
少
し
大
げ
さ
な
よ
う

で
す
が
、
日
々
の
生
活
に
当
て
は
め
て
考

え
ま
す
と
皆
さ
ん
も
行
っ
て
い
る
の
で

は
？
　
と
思
い
ま
す
。
法
話
に
よ
っ
て
、
癒

し
と
元
気
を
い
た
だ
い
た
１
日
で
し
た
。

（
事
業
副
委
員
長
　
村
上
高
明
）

11
月
11
日
火
曜
日
、
武
蔵
野
東
学
園
の
武
蔵
野
東
小
学
校
で
１
年
ぶ
り
の

「
親
子
租
税
教
室
」
を
開
催
。
小
学
校
4
年
生
72
名
と
お
母
様
方
、
女
性
部

会
員
が
参
加
し
て
音
楽
室
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。
講
師
は
、
武

蔵
野
税
務
署
の
岩
田
総
務
課
長
補
佐
と
古
谷
調
査
官
の
お
二
人
に
御
願
い

し
ま
し
た
。

 

女性部会 

お
得
な
医
療
控
除
の
話
も
あ
っ
た 

租
税
教
室 

親
子
租
税
教
室 

講
師
は
、
異
動
さ
れ
て
初
め
て
の「
親
子

租
税
教
室
」で
、
児
童
た
ち
の
元
気
な
挨
拶

に
圧
倒
さ
れ
気
味
。
消
費
税
の
説
明
か
ら

授
業
に
入
り
ま
し
た
。
東
小
学
校
で
は
普

段
か
ら
先
生
方
が
熱
心
に
税
金
の
勉
強
を

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

国
税
と
地
方
税
の
区
別
の
と
こ
ろ
で
ク
イ

ズ
形
式
に
な
る
と
、
教
室
は
さ
ら
に
活
気

を
帯
び
ま
し
た
。

税
金
が
無
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
世
の
中

に
な
る
か
、
を
理
解
す
る

た
め
に
、
ビ
デ
オ
「
マ
リ

ン
と
ヤ
マ
ト
の
不
思
議
な

日
曜
日
」
を
鑑
賞
。
大
地

の
妖
精
コ
ッ
ピ
と
ク
ッ
ピ

を
助
け
た
マ
リ
ン
と
ヤ
マ

ト
は
「
お
礼
に
何
で
も
願

い
を
か
な
え
よ
う
」
と
言

わ
れ
、
二
人
が
考
え
た
こ

と
は
…
？

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
税
が
使
わ
れ
て
い

る
か
、
子
供
た
ち
は
ビ
デ
オ
を
楽
し
く
観

て
、
内
容
を
充
分
理
解
し
、
税
金
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
様
子
で
し
た
。

最
後
は
、
お
母
様
方
向
け
に
医
療
控
除

の
お
得
な
方
法
の
話
が
あ
り
、
普
段
か
ら

領
収
書
を
き
ち
ん
と
保
管
し
て
お
く
こ
と

の
重
要
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
児
童
た
ち
は
１

億
円
分
の
札
束
が
ど
の
く
ら
い
の
重
さ
な

の
か
、「
毎
日
１
万
円
ず
つ
使
っ
て

も
27
年
も
使
え
ま
す
よ（
？
）」、
そ

ん
な
言
葉
に
は
凄
い
反
応
を
示
し

て
楽
し
く
税
金
の
勉
強
が
で
き
ま

し
た
。

講
師
の
お
二
人
に
は
、
ほ
ん
と

う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多

く
の
お
母
様
方
の
ご
出
席
を
頂
き

ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
栗
田
多
美
子
）
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前
夜
の
雨
も
上
が
り
、
絶
好
の
登
山
日
和
と
な
っ
た
11
月
26
日
、
高
尾
山

の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
研
修
会
を
行
い
、
昨
年
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
観
光
ガ
イ
ド
で

三
ツ
星
に
認
定
さ
れ
た
こ
の
山
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
13

人
で
し
た
。

 

吉祥寺北 
第二支部 

名
峰
富
士
と
並
ぶ
三
ツ
星
、 

高
尾
山
の
自
然
を
満
喫 

ハ
イ
キ
ン
グ
研
修
会 

高
尾
山
の
他
に
三
ツ
星
を
獲
得
し
た
の

は
名
峰
富
士
山
だ
け
と
あ
っ
て
、
今
回
の
研

修
は
身
近
に
あ
る
高
尾
の
魅
力
に
迫
り
、
そ

の
人
気
の
秘
密
を
実
感
し
て
み
よ
う
と
の
試

み
で
あ
る
。

三
連
休
中
日
に
は
入
山
者
は
７
万
４
千

人
を
超
え
た
と
い
う
。
麓
か
ら
山
頂
ま
で
の

登
山
ル
ー
ト
は
三
本
あ
り
、
我
が
13
名
の
一

行
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
六
号
路
を

選
択
、
５
分
も
歩
け
ば
、
そ
こ
は
も
う
木
々

に
包
ま
れ
た
山
の
中
。
都
会
の
喧
騒
は
も
う

無
い
、
と
書
き
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
実
際
は
人
の
列

が
絶
え
ず
、
登
り
難
い
危

険
な
箇
所
で
は
渋
滞
が
出

来
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
休

み
休
み
の
１
時
間
半
で
頂

上
に
到
着
。
既
に
た
く
さ

ん
の
登
山
客
で
、
昼
食
を

取
る
場
所
を
探
す
の
に
も

苦
労
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

山
頂
で
食
べ
た
お
弁
当
は
、
格
別
で
あ
っ

た
。
空
は
青
く
、
も
み
じ
や
ぶ
な
の
木
々
の

間
か
ら
東
方
に
は
八
王
子
の
街
並
み
、
遠
く

都
心
の
景
色
も
望
め
、
何
故
か
ホ
ッ
と
し

た
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
何
処
を
気
に
入
っ
て
三

ツ
星
を
付
け
た
の
か
は
と
も
か
く
、
我
々
は

自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
登
山
の

あ
と
は
、
温
泉
。
八
王
子
駅
そ
ば
の『
や
す

ら
ぎ
の
湯
』
で
ゆ
っ
く
り
と
汗
を
流
し
、

す
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
豆
腐
屋
う
か
い

で
の
打
ち
上
げ
。

朝
に
は
知
ら
な
い
同
志
も
、

す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
今
回
の
研

修
会
も
、
充
実
し
た
も
の
と
な
っ

た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
も
っ
と

多
く
の
仲
間
の
会
員
と
こ
の
時
間

を
共
有
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ご

一
緒
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
是
非
、
次
回
は
よ
り
多
く
の

出
会
い
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

（
広
報
委
員
　
小
渕
隆
雄
）

11
月
19
日
（
水
）
夕
方
6
時
よ
り
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
地
下
1
階 

の
ボ
ー

リ
ン
グ
フ
ロ
ア
に
お
い
て
、
第
4
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
20

名
を
含
む
42
名
が
参
加
し
、
11
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
活
気
に
満
ち
た
プ
レ

イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

吉祥寺北 
第一支部 

 賑
や
か
に
盛
り
上
が
っ
た
、 

恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

荒
井
支
部
長
に
第
一
投
目

を
お
願
い
し
た
あ
と
、
プ

レ
ー
開
始
で
す
。

団
体
戦
の
優
勝
を
狙
い
、

仲
間
三
人
で
参
加
す
る
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

レ
ー
ン
は
意
気
も
合
い
、
ス

ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
を
取
る

た
び
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。
２
ゲ
ー

ム
終
了
で
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

個
人
戦
は

　
優
勝
　
舩
木
伊
津
子
　
３
１
８
点

　
二
位
　
鈴
木
喜
代
子
　
２
９
４
点

　
三
位
　
鶴
谷
　
久
子
　
２
９
４
点

団
体
戦
は

　
永
浜
は
や
み
さ
ん
の
３
人
組

二
階
の
懇
親
会
会
場
で
表
彰
式
を
行
い
、

個
人
と
団
体
の
優
勝
者
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

授
与
さ
れ
、
嬉
し
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
寄
付
で
集
ま
っ
た
賞
品
は
、
参

加
者
全
員
に
お
渡
し
で
き
ま

し
た
。

会
場
の
前
に
出
て
賞
品
を

受
け
取
る
と
き
に
、
全
員
に
ス

ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

会
社
の
紹
介
を
す
る
人
、
独
身

で
花
嫁
募
集
中
と
自
己
Ｐ
Ｒ

す
る
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

４
回
目
の
大
会
と
も
な
る
と

す
で
に
顔
馴
染
み
の
人
も
大

勢
い
て
、
あ
ち
こ
ち
の
席
か
ら
声
が
掛
か

り
、
賑
や
か
な
こ
と
、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
。

今
回
も
、
新
入
会
員
や
、
会
報「
ほ
う
じ

ん
」
の
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
の

参
加
が
数
人
あ
り
ま
し
た
。「
他
の
行
事
に

は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
が
、
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
に
だ
け
は
若
い
人
と
参
加
し
た

い
」
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
会
員
も
あ
り
、

支
部
に
と
っ
て
は
続
け
て
行
き
た
い
大
切

な
行
事
に
成
長
し
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
深
瀬
義
昭
）



（21） 平成21年1月5日 ほうじん「むさしの」 第372号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

平
成
20
年
11
月
21
日
（
金
）、
長
崎
県
長
崎
市
に
お
い
て
全
法
蓮
主
催
に
よ
る

「
第
22
回
　
全
国
青
年
の
つ
ど
い
」
が
「
21
世
紀
　
ネ
オ
『
出
島
』
宣
言
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
全
国
か
ら
2
千
人
を
超
え
る
青
年
部
会
員
を

集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

て
、
長
崎
名
物
の「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」、「
皿

う
ど
ん
」、「
一
口
餃
子
」
の
お
い
し
い

お
店
を
紹
介
し
て
く
れ
る
等
、
夜
遅
く

ま
で
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
都
市
と

地
方
の
温
度
差
を
実
感

最
後
に
、
今
回
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
の

中
で
行
わ
れ
た
「
地
域
の
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
円
卓
会
議
の
席
上
で
、

三
大
都
市
圏
と
地
方
の
温
度
差
を
痛
感

 

青年部会 

「
全
国
青
年
の
つ
ど
い
」 

  

第
22
回
長
崎
大
会 
 

 開
催
県
長
崎
の
特
性
を
生
か
し
た

大
会

今
回
は
、
藤
橋
部
会
長
が
部
会
長
サ

ミ
ッ
ト
へ
参
加
す
る
た
め
前
日
か
ら
の

長
崎
入
り
と
な
っ
た
が
、
高
柳
直
前
部

会
長
以
下
６
名
は
当
日
の
朝
、
空
路
に

て
長
崎
入
り
し
た
。

大
会
は
、
第
１
部
が
式
典
、
第
２
部

が
さ
だ
ま
さ
し
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
た
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
、
第
３
部
が

大
懇
親
会
と
い
う
３
部
構
成
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
長
崎
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
た
。

第
１
部
の
大
会
式
典
で
は
「
私
た
ち

は
、
こ
こ
長
崎
に
お
い
て
宣
言
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
結
集
し
て
、

世
界
に
拓
く
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
地
域
力
の
総
体
と
し
て
、
活
力
あ
ふ

れ
る
『
日
本
』
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
を
。」
と
い
う
長
崎
宣
言
が
力
強

く
読
み
上
げ
ら
れ
、
後
半
で
は
会
員
増

強
に
貢
献
し
た
県
連
や
各
単
位
会
の
表

彰
、
租
税
教
育
活
動
に
貢
献
し
た
各
単

位
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
事
例

発
表
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
い
て
、
次
回
開
催
県
で
あ
る

岩
手
県
連
の
紹
介
で
は
、
全
法
連
青
連

協
の
田
口
会
長
と
長
崎
、
岩
手
の
各
県

連
の
青
連
協
の
会
長
が
「
わ
ん
こ
そ

ば
」
対
決
を
す
る
と
い
う
非
常
に
ユ

ニ
ー
ク
な
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

第
２
部
、
第
３
部
が
終
了
し
た
後

も
、
長
崎
市
内
の
繁
華
街
の
要
所
要
所

に
長
崎
県
連
の
方
々
が
立
た
れ
て
い

さ
せ
ら
れ
た
。
都
会
の
人
間
か
ら
す
る

と
「
ま
た
地
方
に
無
駄
な
道
路
を
造
っ

て
」
と
い
う
感
覚
で
地
方
の
高
速
道
路

を
見
て
い
る
が
、
例
え
ば
北
海
道
の
人

間
か
ら
見
る
と
、
高
速
道
路
を
使
う
こ

と
で
首
都
圏
の
消
費
者
へ
よ
り
早
く
よ

り
新
鮮
な
農
作
物
を
供
給
で
き
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
休
日
の
高
速
道
路
料
金
を
下

げ
る
と
い
う
こ
と
も
、
地
方
の
人
間
か

ら
す
る
と
先
ほ
ど
述
べ
た
高
速
道
路
も

料
金
が
高
い
か
ら
利
用
で
き
な

い
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
平
日
の

料
金
が
下
が
れ
ば
、
よ
り
安
い

価
格
で
消
費
者
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

円
卓
会
議
で
は
、
全
国
の
単

位
会
が
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ
て
各

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
形
と
な
っ
て

お
り
、「
同
じ
地
方
同
士
で
話

を
し
な
け
れ
ば
、
地
域
間
格
差

が
あ
る
以
上
あ
ま
り
意
味
が
な

い
」
と
い
う
意
見
が
多
い
が
、

格
差
を
実
感
し
た
点
で
は
こ
の

グ
ル
ー
プ
分
け
も
正
解
で
は
な

い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
青
年
部
会
長
　
藤
橋
清
治
）
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－会員増強にご協力下さい－

吉
祥
寺
南
支
部
は
、
11
月
27
日
18
時
か
ら
御
殿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
武
蔵
野
警
察
署
生
活
安
全
課
の
署
員
二
人
を
お
迎
え
し

て
「
振
り
込
め
詐
欺
予
防
法
及
び
防
犯
」
に
つ
い
て
支
部
研
修
会
を
行
っ

た
。
今
騒
が
れ
て
い
る
身
近
な
犯
罪
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
24

人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

振
り
込
め
詐
欺
予
防
法
及
び
防
犯 

研
修
会 

 

吉祥寺 
南支部 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を

再
現
ビ
デ
オ
で
理
解

『
振
り
込
め
詐
欺
』
が
最
近
ま
た
注
目

さ
れ
警
戒
さ
れ
て
い
て
、
テ
レ
ビ
放
送

で
も
有
名
俳
優
が
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
犯
罪
に
つ
い
て
学
ぶ
支
部

研
修
会
が
開
か
れ
た
。

前
半
は
警
視
庁
が
作
成
し
た
再
現
ビ

デ
オ
で
、
税
金
や
年
金
・
医
療
費
な
ど

の「
還
付
金
詐
欺
」、
ま
た
横
領
、
痴
漢
、

借
金
、
保
証
人
に
よ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
な
ど
の
実
際
の
事
件
が
ど
う
い
う

経
過
を
た
ど
っ
た
か
を
見
て
、
参
加
者

た
ち
は
詐
欺
被
害
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に

描
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
手

口
が
紹
介
さ
れ
、
対
処
方
法
の
説
明
が

あ
っ
た
。
大
ま
か
に
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ

れ
た
手
口
の
説
明
を
す
る
と
、
医
療
費

の
還
付
金
詐
欺
で
は
、
あ
る
日
突
然
、

社
会
保
険
庁
健
康
保
険
課
の
職
員
と
名

乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、
役
所
風
の

語
り
口
で
話
を
持
ち
出
さ
れ
、
別
の
窓

口
に
電
話
を
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

教
え
ら
れ
た
窓
口
に
電
話
を
す
る
と
、

相
手
は
「
事
前
に
文
書
に
て
連
絡
を
し

た
が
何
の
手
続
も
取
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
電
話
で
案
内
し
ま
す
」
と
う
そ
ぶ

き
、
巧
妙
に
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振

達
に
考
え
る
暇
を
与
え
な
い
で

次
々
誘
導
し
よ
う
と
す
る
が
、
一

つ
一
つ
に
つ
い
て
疑
問
を
持
ち
、

落
ち
着
い
て
家
族
や
警
察
等
に

確
認
し
、
行
動
を
中
止
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
冷
静
に
な
れ
ば
罠
に

気
づ
い
て
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」の
ケ
ー
ス
で

も
同
様
で
、
犯
人
集
団
は
巧
妙
な

手
口
で
罠
を
仕
掛
け
て
く
る
が
、

妄
信
せ
ず
に
犯
人
の
言
葉
に
疑

問
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

防
犯
の
た
め
に
警
察
で
は
犯
罪

撃
退
カ
ー
ド
等
い
ろ
い
ろ
な

キ
ッ
ト
を
出
し
て
い
る
の
で
利

用
し
て
欲
し
い
。

後
半
は
、
ビ
デ
オ
の
内
容
を
離
れ
、
財

産
に
関
す
る
犯
罪
や
児
童
に
対
す
る
犯

罪
、
性
犯
罪
等
の
武
蔵
野
市
内
で
の
発

生
傾
向
が
話
さ
れ
、
さ
ら
に
検
挙
及
び

逮
捕
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
不
愉
快
な
犯
罪
に
、
武
蔵
野
法

人
会
の
皆
さ
ん
が
遭
う
こ
と
が
な
い
よ

う
祈
念
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

（
広
報
委
員
　
森
　
俊
一
郎
）

り
込
む
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
手
口
だ
っ
た
。

詐
欺
を
防
ぐ
に
は
、

立
ち
止
ま
っ
て
確
か
め
る

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、「
定
額
給
付
金

詐
欺
」
な
ど
新
し
い
手
口
も
現
れ
そ
う

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
詐
欺
で
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
詐
欺
犯
は
私
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三
鷹
第
二
支
部
は
、
昨
年
11
月
28
日
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
労
働

契
約
の
ル
ー
ル
」
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
東

京
都
社
会
保
険
労
務
士
会
武
蔵
野
支
部
の
全
面
的
な
協
力
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
恒
例
の
忘
年
会
で
盛
り
上
が
り
、
一
年
の
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

三　鷹 
第二支部 

望
ま
し
い
労
働
契
約
と
は
？ 

研
修
会
・
忘
年
会 

三
鷹
第
二
支
部
は
、
11
月
28
日
に
三
鷹

産
業
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、「
労
働
契
約
の

ル
ー
ル
」と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会

は
、
東
京
都
社

会
保
険
労
務
士

会
武
蔵
野
支
部

（
杉
山
清
二
郎

支
部
長
）
の
協

力
を
得
て
行
な

わ
れ
、
講
師
に

井
上
洋
副
支
部

長
が
登
壇
。
経

営
者
と
雇
用
者

と
の
労
働
契
約

は
万
全
で
す
か

と
、
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
望
ま
し
い

就
業
規
則
づ
く
り
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
後
は
、
早
め
の
忘
年
会
と
な

り
、
社
労
士
の
皆
さ
ん
も

交
え
て
歓
談
し
、
一
年
の

納
め
と
し
ま
し
た
。

一
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
三
鷹
第
二
支
部
は
、

昨
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
（
10

／
19
）
が
好
評
で
、
昨
年

の
77
人
に
迫
る
75
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
会
の
中
心

行
事
に
な
っ
て
き
ま
し
た

こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

（
広
報
常
任
委
員
　
　
　

川
井
信
良
）

春
に
は
き
れ
い
な
桜
並
木
の
景
観
が
市
民
を
楽
し
ま
せ
る
玉
川
上
水
南
側

の
通
称
「
上
水
さ
く
ら
通
り
」
で
、
11
月
29
日
（
土
）
に
冬
の
恒
例
行
事

と
な
っ
た
落
ち
葉
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
460
人
で
し
た
。

当
日
は
、
前
夜
遅
く
の
雨
の
た
め
に
落

ち
葉
が
濡
れ
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
朝
に
は
晴
れ
て
道
路
も
乾
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
ま
し

た
。
法
人
会
社
会
貢
献
委
員
会
も
こ
の
行

事
に
協
賛
し
、
小
金
井
地
区
会
員
が
東
小

金
井
、
貫
井
南
町
な
ど
遠
く
か
ら
も
加

わ
っ
て
25
人
が

参
加
し
ま
し

た
。さ

く
ら
公
園

に
集
合
、
開
会

式
を
行
っ
た
あ

と
、
こ
こ
を
中

心
に
作
業
範
囲

は
玉
川
上
水
に

併
行
し
て
走
る

「
上
水
さ
く
ら

通
り
」
の
梶
野

橋
を
東
端
、
西
端
は
新
小
金
井
街
道
と
の

交
差
点
茜
橋
ま
で
と
し
、
こ
の
間
を
参
加

者
全
員
で
落
ち
葉
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
掃
き
始
め
の
道
路
の
状
態

か
ら
、
作
業
完
了
後
の
清
々
し
光
景
を
確

認
す
る
ま
で
を
短
時
間
で
体
験
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
編
と
言
え
ま
す
。
今
回

市
内
の
中
学
生
の
参
加
は
昨
年

よ
り
100
名
も
多
い
240
名
に
増
え

ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生
に

は
こ
の
体
験
を
糧
に
さ
ら
に
上

級
の
場
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従

事
し
て
く
れ
れ
ば
、
と
思
う
催

し
で
し
た
。

回
収
し
た
落
ち
葉
は
市
内

の
農
家
で
堆
肥
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
　
　
　

橋
田
英
彦
）

社会貢献 
委員会 

落
ち
葉
拾
い
回
収
作
戦 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
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12
月
4
日
（
木
）、
法
人
会
大
会
議
室
に
お
い
て
武
蔵
野
税
務
署
資
産
税
第

一
統
括
官
、
関
口
一
男
様
を
講
師
に
「
相
続
税
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
研
修
会
を
開
催
。
相
続
税
の
中
で
も
不
動
産
経
営
に
関
わ
る
土
地
価

格
の
話
が
中
心
と
な
っ
た
。

 

不動産賃貸 
経営部会 

 土
地
価
格
を
中
心
に 

相
続
税
に
つ
い
て
研
修 

研
修
会 

土
地
価
格
の
推
移
に

つ
い
て
戦
後
か
ら
現
在
ま

で
を
振
り
返
る
と
、
３
度

大
き
な
地
価
高
騰
が
あ

り
、
上
昇
・
下
落
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
な
か
で
も

３
回
目
の
地
価
高
騰
は
記

憶
に
新
し
い
、
い
わ
ゆ
る

平
成
バ
ブ
ル
で
上
昇
率
も

大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
後

の
下
落
率
も
大
変
大
き
く
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
こ
こ
数
年
都
心
部
を
中
心
に
や
や
持
ち

直
し
、
再
び
上
昇
に
転
じ
た
の
も
束
の
間
、

現
在
は
再
び
下
落
に
転
じ
て
い
る
。

次
に
土
地
価
格
に
影
響
を
与
え
る
、
土

地
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
自
然
的
特
性
と
人

文
的
特
性
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
固
定
的
で
硬
直
的
な
面
と

可
変
的
で
伸
縮
的
な
面
が
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
価
格
形
成
に
は
、
一

般
的
要
因
・
地
域
要
因
・
個
別
的

要
因
が
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
土
地
価
格
は
、
い
わ
ゆ

る
一
物
四
価
と
云
わ
れ
る
が
、「
公

示
価
格
・
基
準
地
価
格
・
固
定
資

産
税
評
価
額
・
相
続
税
評
価
額
」

と
な
る
。
本
題
の
相
続
税
は
、
相

続
税
評
価
額
す
な
わ
ち
路
線
価
を

基
準
に
課
税
さ
れ
て
お
り
、
ち
な

み
に
武
蔵
野
市
内
で
は
、
平
成
３
年
〜
４
年

の
路
線
価
が
過
去
最
高
値
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
出
席
者
か
ら
巷
で
囁
か
れ
て

い
る
相
続
税
改
正
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ

れ
た
が
、
講
師
か
ら
は「
具
体
的
な
動
き
は

な
く
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
先
行
」と
の
回
答

を
い
た
だ
い
た
。

研
修
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
催
し
、
来
年

へ
の
抱
負
を
語
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

閉
会
し
た
。
　（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）

　アメリカのサブプライムローン問題をめぐって、今、日本経済を取り巻く環境が大いに懸念されてい
ます。ですが、これらの諸問題は、視点を変えると日本経済にとっては必ずしもマイナス材料ばかりと
は言えません。 
　サブプライムローン問題で巨額の損失を被り経営危機に陥った欧米の金融機関に比べ、日本の金融機
関の損失は比較的軽微で済み、世界の金融市場における目本の金融機関の相対的地位は高まってきてい
ます。必ずしも悲観的な見通しばかりではない……。 
　幅広い知識を持つ講師が、国際金融の現状と今後の日本を取り巻く状況を分かりやすく解説します。 

【講師プロフィール】 
　野口　秀行（のぐち・ひでゆき）  

　1974年に日本開発銀行（現・日本政策投資銀行）入行。1999年より（株）日本インテリジェントトラスト
に出向（常務取締役開発総合研究所所長）。2003年に日本政策投資銀行に戻り、地域開発等の融資・企画業務
に従事。2005年6月に事務所を設立して独立。都市・地域問題から産業・技術、景気動向や企業経営など広い
分野にグローバルで深い専門知識を有する。 

日　時　　平成21年2月12日（木）午後1時30分～3時 
場　所　　武蔵野法人会館　武蔵野市中町2－11－13　TEL : 0422－51－1441 
会　費　　無　料 

どなたでも参加できます。お誘い合わせの上ご来場下さい。 
お問い合わせは法人会事務局へ。TEL : 0422－51－1441

サブプライム問題と金融危機の展望 
国際金融の現状とリスク 

サブプライム問題と金融危機の展望 
国際金融の現状とリスク 

野口秀行事務所 代表 
ノースアジア大学経済学部教授 
元日本政策投資銀行地域政策研究センター　主任研究員。 
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12
月
6
日（
土
）、
吉
祥
寺
東
急
イ
ン
１
Ｆ
の
パ
ー
ク
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
た
青
年
部
会
に
よ
る｢

ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会｣

を
開
催
。
会
員
と

家
族
が
一
緒
に
集
っ
て
ゲ
ー
ム
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
沸
い

て
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

か
ら
賞
品
を
自
由
に
選
べ
る
が
、
全
て

包
装
し
て
あ
る
た
め
、
中
身
は
自
分
の

席
に
戻
っ
て
開
け
て
見
る
ま
で
分
か
ら

な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ

た
。
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
て
喜
び
、
包
み
を

開
け
て
び
っ
く
り
、
で
楽
し
み
が
倍
増

し
た
。
ま
た
、
副
賞
と
し
て
パ
ン
ダ
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
す
く
い
取
り
も
行
わ

れ
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

 

青年部会 

 

 

  趣
向
を
凝
ら
し
た 

ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会 

ク
リ
ス
マ
ス 

盛
り
上
が
っ
た

「
フ
ロ
ッ
グ
ジ
ャ
ン
プ
」
ゲ
ー
ム

藤
橋
部
会
長
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、

部
会
員
と
そ
の
家
族
51
人
が
参
加
し
て

賑
や
か
に
歓
談
が
始
ま
っ
た
会
場
で
、

ま
ず
、
定
番
と
な
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
扮
し
た
清
水
俊
一
青
年
部
会
厚
生

副
委
員
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
。
藤
橋

部
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
清
水
宏
益
副
部

会
長
が
元
気
に
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ

て
、
会
場
は
一
気
に
和
や
か
な
雰
囲
気

と
な
っ
た
。

今
年
の
ゲ
ー
ム
は
「
フ
ロ
ッ
グ
ジ
ャ

ン
プ
」
と
い
う
、
手
前
の
ジ
ャ
ン
プ
台

か
ら
カ
エ
ル
の
お
も
ち
ゃ
を
飛
ば
し
て

離
れ
た
場
所
に
あ
る
ハ
ス
の
葉
に
乗
せ

る
も
の
で
、
周
り
の
応
援
は
歓
声
を
上

げ
た
り
、
残
念
が
っ
た
り
し
て
盛
り
上

が
っ
た
。
参
加
者
は
子
供
限
定
で
行
わ

れ
た
が
、
中
に
は
子
供
よ
り
応
援
し
て

い
る
両
親
の
方
が
興
奮
し
て
い
る
家
族

も
見
ら
れ
た
。
参
加
し
た
子
供
達
に

は
、
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と

サ
ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゲ
ー
ム
の
終
了
後
に
は
、
参
加
者
お

待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ

れ
た
。
今
年
は
、
ビ
ン
ゴ
と
な
っ
た
人

そ
し
て
、
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
子

供
達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
が
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
参
加
し

た
全
て
の
子
供
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
お

菓
子
入
り
長
靴
が
手
渡
さ
れ
た
。

楽
し
い
時
間
は
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ

て
行
き
、
午
後
８
時
す
ぎ
の
高
柳
直
前

部
会
長
の
中
締
め
で
今
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
家
族
会
も
無
事
終
了
と
な
り
、
今
年

も
参
加
者
全
員
が
お
土
産

と
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に

会
場
を
後
に
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
調

さ
れ
た
パ
ン
ダ
の
着
ぐ
る

み
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た

倉
橋
青
年
部
会
厚
生
副
委

員
長
、
ご
家
族
と
一
緒
に

参
加
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
司
会
と
し
て
奮
闘

さ
れ
た
清
水
俊
一
青
年
部

会
厚
生
副
委
員
長
に
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
青
年
部
会
広
報
委
員
　
　

松
野
栄
子
）
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12
月
15
日（
月
）、
関
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
藤
見
義
彦

氏
に
労
働
契
約
法
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
研
修
会
と

懇
親
会
を
開
催
。
多
数
の
会
員
の
参
加
を
得
て
、
平
成
20
年
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

武蔵野 
中央支部 

望
ま
し
い
労
働
契
約
と
は
？ 

研
修
・
懇
親
会 

午
後
５
時
30
分
よ
り
始
ま
っ
た
研
修
会

で
は
、
藤
見
義
彦
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
望
ま
し
い
労
働
契

約
と
は
？
」
と
題
し
て
平
成
20
年
３
月
よ

り
施
行
さ
れ
た
労
働
契
約
法
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
21
世
紀
は
『
個
』
の
時
代
。
個
別
労
働
関

係
紛
争
は
ま
す
ま

す
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
」
と

藤
見
氏
。
事
例
を

交
え
、
雇
い
止

め
、
名
ば
か
り
管

理
職
、
能
力
不
足

に
よ
る
解
雇
、
試

用
期
間
と
解
雇
な

ど
、
身
近
な
話
題

を
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
り
、
参
加
者

は
と
て
も
熱
心
に
書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。

労
働
条
件
の
明
示
と
就
業
規
則
の
一
層
の

整
備
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
大
変
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
午
後
６
時
20
分
よ
り
懇
親
会
と

な
り
、
榎
本
勝
治
支
部
長
の
挨
拶
、
伊
藤
平

司
氏
の
乾
杯
の
発
声
に
気
持
ち
を
ひ
と
つ

に
合
わ
せ
て
懇
談
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今
年
は
公
益
法
人
制
度
改
革

や
本
部
支
部
の
組
織
改
革
な
ど

話
題
豊
富
な
一
年
で
し
た
。
外

は
今
年
一
番
の
冷
え
込
み
で
し

た
が
、
諸
行
事
を
振
り
返
り
、
ま

た
互
い
の
近
況
話
に
花
が
咲
い

て
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
鈴
木
克
己
）

動
脈
硬
化
が
進
行
し
行
き
着
い
た
先
の
一
つ
が
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
で
す
。
心
臓
も
含
め
全
身
の
臓
器
は
、
血
管
を
流
れ

る
血
液
か
ら
酸
素
や
栄
養
の
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。
以
前

ご
説
明
し
た
よ
う
に
そ
れ
ら
が
不
足
、
臓
器
が
壊
死
す
る（
腐

る
）
病
気
が
「
梗
塞
」
で
す
。
心
臓
は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ

ン
プ
で
内
部
に
大
量
に
血
液
を
た
め
込
ん
で
い
る
の
に
血
液

不
足
と
は
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
心
臓
の
筋
肉
で
で
き
た
壁
は
、
実
際
に
は
そ
の
内
部
に
あ

る
血
液
で
は
な
く
、
周
囲
の
冠
動
脈（
心
臓
を
冠
の
よ
う
に
取

り
巻
い
て
い
る
た
め
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
か
ら

酸
素
や
栄
養
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
に
よ
り
冠

動
脈
の
内
腔
が
狭
小
化
、
血
流
量
が
不
足
し
た
た
め
に
お
こ

る
病
気
を
虚
血
性
心
疾
患
と
総
称
し
ま
す
。
運
動
す
る
と
脈

が
速
く
な
り
心
臓
の
酸
素
消
費
量
が
増
し
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
と
き
に
一
時
的
に
酸
欠
に
な
り
心
臓
が
悲
鳴
を
上
げ
、
胸

痛
を
感
じ
る
状
態
を
狭
心
症
と
呼
び
ま
す
。
安
静
に
し
て
い

る
と
5
分
程
度
で
脈
の
速
さ
が
元
に
戻
る
た
め
血
流
量
が
足

り
る
よ
う
に
な
り
、
胸
痛
も
自
然
に
消
え
ま
す
。
正
座
で
血
管

が
つ
ぶ
れ
足
が
痺
れ
て
も
、
し
ば
ら
く
し
て
い
る
と
元
通
り

動
く
よ
う
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
。
一
方
、
心
筋
梗
塞
は
、
虚

血
の
程
度
が
高
度
で
か
つ
長
時
間
の
た
め
心
臓
の
筋
肉
が
壊

死
し
傷
が
付
い
て
し
ま
っ
た
状
態
。
こ
う
な
る
と
心
臓
の
ポ

ン
プ
と
し
て
の
機
能
が
不
足
し
た
り
（
心
不
全
）、
ひ
ど
い
不

整
脈
や
心
臓
の
壁
が
裂
け
た
り（
心
破
裂
）し
て
死
に
い
た
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
因
不
明
の
胸
痛
を
感
じ
て
い
る
方
は

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
協
力
　
高
松
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
三
鷹
健
診
セ
ン
タ
ー
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◎ 連載『我が社のホープ』は、若手社員の仕事に対する思いを紹介するコーナーです。対象年齢20～30歳代。
    自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

（株)ムラコシ精工　営業部

かみうら もとつぐ

上浦  基嗣 さん

　　　  その55

（小金井北第一支部）

京都府宇治市出身
現在は武蔵野市でひと
り暮らしの31歳
趣味はバレーボール

付
加
価
値
の
高
い
製
品
を

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
営
業
す
る

株
式
会
社
ム
ラ
コ
シ
精
工
の
機
能
金
具
は
住
宅
や
家
具
の
接
合
部
分

や
扉
に
使
わ
れ
て
、
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
今
月
の
ホ
ー

プ
、
上
浦
基
嗣
さ
ん
は
営
業
マ
ン
と
し
て
製
品
を
紹
介
・
販
売
し
な

が
ら
、
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
て
商
品
の
更
な
る
向
上
や
新
製
品

開
発
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

営
業
と
開
発
部
が
連
携
し
て

新
製
品
を
開
発

本
社
内
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

の
取
材
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
上

浦
基
嗣
さ
ん
は
会
社
の
製
品
に

話
が
及
ぶ
と
す
ぐ
に
見
本
を
手

に
と
っ
て
機
能
を
示
し
、
ど
の
よ

う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か

を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え

ば
「
地
震
ラ
ッ
チ
」
は
、
大
き
な

揺
れ
が
来
た
と
き
に
食
器
棚
か
ら

皿
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
扉
が

ロ
ッ
ク
し
、
揺
れ
が
収
ま
る
と
自

動
的
に
解
除
し
ま
す
。
便
利
な
機

能
に
は
す
ぐ
Ｉ
Ｃ
（
集
積
回
路
）

を
連
想
し
ま
す
が
、
説
明
さ
れ
た

仕
組
み
は
、
お
き
あ
が
り
小
法
師

の
揺
れ
る
軸
を
例
に
し
て
、
あ
る

角
度
以
上
傾
い
た
と
き
に
ロ
ッ
ク

し
、
戻
れ
ば
解
除
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
設
計
さ

れ
た
多
く
の
機
能
金
具
や
精
密
ネ

ジ
は
株
式
会
社
ム
ラ
コ
シ
精
工
の

強
み
で
あ
り
、
上
浦
さ
ん
は「
付
加

価
値
の
高
い
商
品
を
セ
ー
ル
ス
す

る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

お
客
様
の
要
望
を
企
画
・
開
発
部

の
担
当
者
に
伝
え
、
製
品
化
に
つ

な
ぐ
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。」
と
語

り
ま
す
。
住
宅
展
示
場
や
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
見
て
周
り
、
い
ろ
い
ろ

な
ヒ
ン
ト
を
得
る
そ
う
で
す
。

製
品
の
品
質
に
つ
い
て
、
会
社

は
「
世
界
一
」
を
自
負
し
て
い
ま

す
。「
ネ
ジ
に
問
題
が
あ
っ
て
家

具
や
建
材
に
穴
を
二
つ
開
け
れ

ば
、
台
無
し
に
な
り
ま
す
。」と
い

う
必
然
性
？
と
、
も
と
も
と
、
高

品
質
を
要
求
さ
れ
る
自
動
車
の
ネ

ジ
部
品
等
を
製
造
す
る
株
式
会
社

ム
ラ
コ
シ
か
ら
昭
和
53
年
に
独
立

し
た
会
社
、
と
い
う
伝
統
に
触
れ

た
説
明
に
納
得
し
ま
し
た
。

仕
事
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も

人
と
の
連
携
を
大
切
に

ク
ー
ル
な
営
業
マ
ン
と
い
う
印

象
で
す
が
、
京
都
府
宇
治
市
出
身

で
、
小
学
校
へ
の
通
学
路

は
茶
畑
の
中
、
ザ
リ
ガ
ニ

や
川
魚
を
手
づ
か
み
で

捕
っ
て
遊
ぶ
な
ど
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
て
育

ち
ま
し
た
。
大
阪
の
大
学

に
進
ん
で
、
大
阪
弁
の
距

離
を
置
か
な
い
付
き
合

い
に
慣
れ
る
う
ち
に
、
初

対
面
の
人
と
も
構
え
る

こ
と
な
く
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

大
学
の
就
職
部
の
薦

め
で
入
社
。
最
初
の
配
属

は
浜
松
営
業
所
で
、
上
司

に
誘
わ
れ
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
始
め
ま
た
と
こ
ろ
、
中

学
・
高
校
時
代
の
陸
上
や
ゴ
ル
フ

な
ど
の
個
人
競
技
に
比
べ
て
チ
ー

ム
プ
レ
ー
が
面
白
く
、
東
京
に
転

勤
し
て
か
ら
も
地
域
の
チ
ー
ム
に

参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

演
劇
の
街
で
も
あ
る
吉
祥
寺
に

住
み
、
素
人
や
劇
団
の
人
が
集

ま
っ
て
演
出
家
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
芝
居
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
何
度
か
参
加
し
て
「
酔
っ
払

い
の
ダ
メ
人
間
を
演
じ
た
り
、
別

の
人
格
に
な
り
き
る
こ
と
が
面
白

か
っ
た
」
と
意
外
な
一
面
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
の
終
わ
り
に
「
記
事
に
な

る
お
も
し
ろ
い
趣
味
が
無
く
て
」

と
気
遣
わ
れ
、
仕
事
も
休
日
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
も
、
た
ま
に
芝
居
を

演
じ
て
楽
し
む
と
き
も
、
人
と
の

連
携
を
大
切
に
す
る
人
柄
な
の
だ

と
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。（
談
）

  

■（
株
）
ム
ラ
コ
シ
精
工

　
〒
１
８
４
―
８
５
９
５

　
　
小
金
井
市
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
５ 

― 

６ 

― 

35
　

  

電
話
　

０
４
２ 

―
３
８
４
―
０
３
３
０
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◎ 連載『リレーエッセイ』は、リレー式に随筆をお願いするコーナーです。いつかはあなたのところにも……。（広報委員会）

　
お
腹
の
底
か
ら

　
声
を
出
し
て
歌
い
、

　
健
康
に
な
ろ
う

第５５走者　

次
回
は
川
井
信
良
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
株
式
会
社   

　

所  

谷
　
昭  

子

（
三
鷹
中
央
支
部
）

ピ
ア
ノ
に
始
ま
り
民
謡
、

演
歌
、
津
軽
三
味
線
と

音
楽
遍
歴

子
供
の
頃
は
ピ
ア
ノ
、
そ
し

て
エ
レ
ク
ト
ー
ン
。
こ
れ
は
私

も
音
に
だ
い
ぶ
凝
り
ま
し
て
、

だ
ん
だ
ん
い
い
エ
レ
ク
ト
ー
ン

が
欲
し
く
な
り
、
三
台
も
買
い

換
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
エ
レ

ク
ト
ー
ン
も
自
然
に
音
が
出
る

よ
う
に
な
り
、
飽
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次
は
お
琴
で
す
。「
都

の
春
」
と
か
「
千
鳥
の
曲
」
と
か

10
年
く
ら
い
習
い
ま
し
た
。
山

田
流
で
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
民
謡
で

す
。
数
多
く
の
色
々
な
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
郷
土
民
謡
の

方
で
す
。
青

森
県
の
津
軽

も
の
ば
か
り

で
し
た
。
民

謡
の
歌
手
に

な
ん
て
…
。

で
も
駄
目
で

す
。
ど
う
し

て
も
東
北
の

人
た
ち
の
様

に
は
い
き
ま

せ
ん
。
歌
が

き
れ
い
す
ぎ

ま
し
た
。

10
年
く
ら

い
前
に
演
歌
に
変
わ
り
ま
し
た
。

演
歌
と
民
謡
で
は
声
の
出
し
方

と
歌
い
方
が
全
然
違
い
ま
す
。

や
っ
と
民
謡
の
く
せ
が
と
れ
、

演
歌
に
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
最
近
、
ま
た
民
謡
の
先
生

に
出
逢
い
、
民
謡
と
津
軽
三
味

線
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
民
謡

は
民
謡
、
演
歌
は
演
歌
。
そ
れ

な
り
の
良
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
歌

え
る
様
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
サ
ウ
ダ
ー
ジ
吉
祥
寺
」
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
評
判

「
サ
ウ
ダ
ー
ジ
吉
祥
寺
」の
新
曲

発
表
を
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
で

行
い
、
法
人
会
の
方
た
ち
に
も
多

数
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
ん
で
み
た
い
街
№
１
、
私

は
吉
祥
寺
の
街
が
大
好
き
で
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に
貼
っ
た

「
サ
ウ
ダ
ー
ジ
吉
祥
寺
」
の
ポ
ス

タ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ

グ
に
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
＋
吉
祥

寺
＝
日
本
ク
ラ
ウ
ン
、
し
か
も

和
服
、
一
体
誰
な
ん
だ
」、「
ハ
ー

モ
ニ
カ
横
町
の
古
い
一
杯
飲
み

屋
を
経
営
す
る
カ
ラ
オ
ケ
自
慢

の
名
物
女
将
て
な
と
こ
ろ
だ
ろ

う
か（
あ
く
ま
で
想
像
だ
け
ど
）。」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

平
成
ボ
ン
ド
ガ
ー
ル
所
谷
昭

子
。伊

集
院
光
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

番
組
の
な
か
で
「
サ
ウ
ダ
ー
ジ

吉
祥
寺
」
が
ネ
タ
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
ブ
ロ
グ
の
ア
ク
セ
ス

が
１
時
間
に
200
件
も
あ
り
ま
し

た
。「
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
の

は
い
っ
た
い
誰
な
ん
だ
」っ
て
。

「
サ
ウ
ダ
ー
ジ
吉
祥
寺
」
は
有

線
放
送
、
カ
ラ
オ
ケ（
ウ
ガ
）に

も
あ
り
ま
す
。
お
腹
の
底
か
ら

声
を
出
し
て
「
サ
ウ
ダ
ー
ジ
吉

祥
寺
」
を
歌
い
、
健
康
で
長
生

き
し
ま
す
よ
う
に
。
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◎ 連載『私流の体想談義』は、健康をテーマに前進座の中村さんが取材するコーナーです。対象年齢60歳以上。
　 自薦他薦お待ちしております。 　　（広報委員会）
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中村靖之介 
吉祥寺南支部 

劇団前進座 俳優 

 

 
 

鈴木   育男 氏  
有限会社　らかんスタジオ 
取締役会長 
〒 180 －0004  
武蔵野市吉祥寺本町1－4－11 
ＴＥＬ　0422－21－2111 
FAX　0422－29－7900 
（吉祥寺北第一支部） 

昭和６年７月４日生まれ 

社団法人　日本写真文化協会　監事 

 

 

●靖之介の一口感想● 
私は中学生の頃、父と親交のあった日
本舞踊家、花柳徳兵衛先生に師事していた。
当時六代目尾上菊五郎丈の見事な舞踊姿
を前後左右から撮った貴重な写真を見せ
ても貰ったことがある。街を愛し街の歴
史を撮り続ける鈴木さん。私は「鈴木育
男堆礎宇」と命名いたします。 

 

▲スタジオにて

― 

久
我
山
高
校
一
期
の
同
期
生
な

が
ら
初
め
ま
し
て
…

鈴
木
　（
笑
）
本
当
に
お
互
い
共
に

喜
寿
で
健
康
で
い
ら
れ
て
め
で
た

い
こ
と
で
す
…
長
生
き
出
来
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
し
よ
う
（
笑
）

― 

健
康
の
元
を
伺
い
ま
す

鈴
木
　
健
康
法
は
何
も
し
て
い
な

い
の
で
す
が
…
煙
草
は
辞
め
ま
し

た
が
晩
酌
は
し
て
い
ま
す
。
後
３

年
80
歳
迄
は
大
丈
夫
か
な
等
と
考

え
た
り
…
こ
の
頃
少
し
頭
が
お
か

し
く
な
っ
て
き
た
か
な
ー
（
笑
）
等

と
思
っ
た
り
…
（
笑
）

吉
祥
寺
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が

健
康
法

― 

人
は
130
歳
迄
寿
命
が
あ
る
の
だ

そ
う
で
す
よ

鈴
木
　
そ
こ
ま
で
は
…
　（
笑
）
実

は
私
は
２
歳
頃
肋
膜
炎
を
患
い
ま

し
て
体
が
弱
か
っ
た
の
で
す
。
今
生

き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
。

こ
れ
も
写
真
を
撮
る
た
め
に
街
を

良
く
歩
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

― 

子
供
時
代
は
弱
か
っ
た
？

― 

写
真
撮
影
の
お

仕
事
は
？

鈴
木
　
肖
像
写
真
は

お
客
様
の
結
婚
式
や

七
五
三
等
晴
れ
が
ま

し
い
時
に
立
ち
合
う

も
の
で
す
か
ら
健
康

で
幸
せ
な
雰
囲
気
を

再
現
し
て
こ
そ
満
足

し
て
頂
け
ま
す
。
そ

れ
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
お
蔭

様
で
今
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

― 

私
の
家
族
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。（
笑
）

鈴
木
　
そ
れ
は
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
（
笑
）
今
月
号
か
ら
広
報
誌
の

表
紙
を
飾
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
昭
和
30
年
頃
か

ら
街
の
記
録
を
…
特
に
変
貌
す
る

吉
祥
寺
の
街
を
…
ず
っ
と
撮
影
し

続
け
て
き
ま
し
た
。

― 

街
の
歴
史
写
真
は
貴
重
で
す

鈴
木
　
そ
れ
で
写
真
集
を
第
三
集

迄
作
り
ま
し
た
の
が
こ
れ
で
す

― 

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
！
懐
か
し

い
街
並
み
が
…

鈴
木
　
次
は
肖
像
写
真
の
方
の
本

も
と
考
え
て
お
り
ま
す
…
肖
像
権

の
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
…
来

年
中
に
は
作
ろ
う
と
そ
れ
で
今
ワ

ク
ワ
ク
と
燃
え
て
い
ま
す
！

す
が
段
々
自
信
も
付
き
体
が
丈
夫

に
な
り
３
段
迄
取
り
ま
し
た
。
高

校
２
年
の
と
き
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部

を
創
設
し
た
の
で
す
よ

― 

そ
れ
は
初
耳
…
私
は
演
劇
部
で

お
姫
様
役
を
し
た
り
…

鈴
木
　（
笑
）
私
は
走
る
の
は
い
つ

も
ビ
リ
で
し
た
か
ら
自
慢
で
き
ま

せ
ん
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
創
設
は
大
い

に
自
慢
出
来
ま
す
（
笑
）

― 

更
な
る
目
標
を
た
て
る
！

鈴
木
　
そ
う
い
う
生
き
甲
斐
を
持

つ
こ
と
こ
そ
が
、
健
康
で
長
生
き

が
出
来
る
秘
訣
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
戦
時
中
は
写
真
を
写
し
に
く

る
よ
う
な
人
は
殆
ど
い
な
か
っ
た

か
ら
収
入
が
な
い
。
父
が
作
っ
た

芋
の
蔓
や
オ
オ
バ
コ
等
を
食
べ
て

…
そ
の
苦
労
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

今
が
頑
張
れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
次
の
発
刊
を
念
頭
に
こ
れ

か
ら
も
街
を
撮
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

鈴
木
　
は
い
。
そ
れ
で
父
は
ひ
弱

な
私
を
鍛
え
よ
う
と
小
学
校
１
年

生
か
ら
町
の
柔
道
場
へ
通
わ
せ
ま

し
た
。

― 

そ
れ
で
健
康
に
？

鈴
木
　
継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
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き
た
じ
ま

か
ず
お

北
島
　
一
夫
　

さ
ん

彫
刻
家

小
学
校
の
図
工
の
先
生
の

影
響
か
ら
美
術
の
道
へ

その23の @21

　
　
　（
境
支
部
）

高
校
時
代
か
ら
、

彫
刻
家
の
道
を
志
す

石
の
彫
刻
家
、
北
島
一
夫
さ
ん
に
つ
い
て
美
術
評
論
家
の
米
倉
守

氏
は「『
職
人
の
腕
と
、
詩
人
の
心
と
、
哲
学
者
の
頭
脳
を
も
っ
て

き
ざ

…
彫
ん
だ
』
寡
黙
で
ね
ば
り
強
く
、
忍
耐
の
人
で
あ
る
」
と
書
い

て
い
ま
す
。
作
品
が
置
か
れ
た
ア
ト
リ
エ
で
穏
や
か
な
表
情
で
話

さ
れ
た
内
容
は
、
そ
の
言
葉
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

小
学
校
5
年
生
で

美
術
を
志
望

　
彫
刻
を
仕
事
に
し
て
い
ま
す

が
、
父
親
は
金
融
検
査
官
で
し

た
か
ら
、
育
っ
た
家
庭
は
自
由

な
雰
囲
気
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

厳
格
で
し
た
。
母
は
若
い
頃
絵

描
き
に
憧
れ
た
そ
う
で
す
が
、

明
治
生
ま
れ
の
女
性
な
の
で
親

に
反
対
さ
れ
て
果
た
せ
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
私
が
東
京
芸
術
大
学
を
志
望

し
た
と
き
に
父
親
は
反
対
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
「
生
計
を
立

て
る
の
は
難
し
い
か
ら
、
学
校

の
先
生
に
な
る
よ
う
に
」
と
勧

め
ま
し
た
。
家
の
敷
地
内
に
父

が
建
て
た
ア
パ
ー
ト
と
そ
の
管

理
を
す
る
「
さ
か
い
興
業
」
を
残

し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
う
し
た

面
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
16
年
に
北
区
で
生
ま
れ
、

戦
争
中
は
宮
城
県
に
疎
開
し
て

小
学
校
の
と
き
文
京
区
に
戻
り

ま
し
た
。
展
覧
会
な
ど
で
入
選

を
す
る
な
ど
美
術
が
得
意
で
、

５
年
生
の
頃
に
は
「
将
来
は
美

術
に
」と
決
め
て
い
ま
し
た
。
中

学
・
高
校
は
美
術
部
に
入
り
、
中

学
で
は
東
京
芸
大
出
身
の
先
生
、

高
校
は
京
都
美
大
の
日
本
画
科

を
出
た
先
生
で
、
よ
い
指
導
を

受
け
、
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

　
高
校
２
年
生
の
夏
か
ら
本
格

的
に
芸
大
受
験
の
準
備

を
始
め
ま
し
た
。
高
校

の
美
術
の
先
生
の
紹
介

で
東
京
芸
大
卒
の
彫
刻

家
に
デ
ッ
サ
ン
を
見
て

も
ら
い
、
飯
田
橋
の
水

道
端
美
術
研
究
所
に
も

通
い
ま
し
た
。

　
彫
刻
科
を
選
ん
だ
の

は
、
平
面
の
絵
画
よ
り
、

イ
メ
ー
ジ
を
空
間
の
中

で
掴
ん
で
３
次
元
で
表

現
す
る
の
で
、
や
り
が

い
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
。

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま

し
た
。
講
師
の
仕
事
は
、
30
歳
で

ロ
ー
マ
の
美
術
学
校
に
留
学
す

る
ま
で
続
け
ま
し
た
か
ら
、
父
親

の
意
向
に
沿
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
留
学
の
目
的
は
、
異
文
化
の
キ

リ
ス
ト
教
社
会
で
自
分
を
振
り

返
り
、
吸
収
し
て
、
広
げ
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
へ

の
行
き
方
も
、
一
足
飛
び
に
飛
行

機
で
行
く
の
で
は
な
く
、
当
時
の

Ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
の
ツ
ア
ー
を
利
用
し

て
、
横
浜
か
ら
船
で
ロ
シ
ア
の
ナ

ホ
ト
カ
港
に
到
着
、
後
は
列
車
で

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
行
き
そ
こ

か
ら
飛
行
機
に
乗
り
モ
ス
ク
ワ

経
由
で
ウ
ィ
ー
ン
に
飛
び
、
列
車

で
ロ
ー
マ
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
美
術
学
校
に
は
外
国
か
ら
の

留
学
生
が
多
く
刺
激
に
な
り
ま

し
た
が
、
授
業
は
塑
造
の
粘
土

が
中
心
で
、
デ
ッ
サ
ン
や
ス

ケ
ッ
チ
を
し
て
制
作
を
す
る
と

い
う
、
日
本
に
い
る
と
き
と
変

わ
ら
な
い
内
容
で
し
た
か
ら
、

４
ヶ
月
後
に
は
古
代
ロ
ー
マ
か

ら
の
大
理
石
の
産
出
地
、
カ

ラ
ー
ラ
の
美
術
学
校
彫
刻
科
に

移
り
ま
し
た
。
　
　
　
　（
談
）

芸
大
4
年
生
の
と
き
か
ら

美
術
講
師
を
8
年

　
大
学
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入

り
ま
し
た
。
彫
刻
の
制
作
中
は

同
じ
姿
勢
を
ず
っ
と
続
け
る
の

で
、
全
身
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ

を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

上
野
の
辺
り
で
遊
ん
だ
の
は
、

練
習
の
帰
り
や
コ
ン
パ
の
と
き

に
仲
間
と
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
程

度
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩

の
紹
介
で
、
大
学
４
年
生
の
と

き
か
ら
私
立
盈
進
学
園
の
美
術▲中学校の美術部時代（前列右から２番目）
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会
　
　
長
　
㈱
日
高
ネ
オ
ン

代
表
取
締
役
社
長

梅
根
　
憲
生

副  

会  

長
　
㈲
ケ
イ
・
エ
ス
テ
イ
ト

代
表
取
締
役

近
藤
　
忠
男

副  

会  

長
　
㈱
甲
信
商
工

代
表
取
締
役

高
橋
甲
子
夫

副  

会  

長
　
多
摩
信
用
金
庫

副
理
事
長

鈴
木
　
弘
昭

副  

会  

長
　
㈱
新
光

代
表
取
締
役

河
村
　
　
清

副  

会  

長
　
つ
く
ば
家
石
材
㈱

代
表
取
締
役

信
山
　
勝
由

副  

会  

長
　
ア
ツ
デ
ン
㈱

代
表
取
締
役

佐
藤
　
文
典

常
任
理
事
　
武
蔵
野
硝
子
㈱

代
表
取
締
役
副
社
長

伊
藤
　
隆
子

常
任
理
事
　
㈲
サ
ン
バ
レ
ー

代
表
取
締
役

河
田
　
敏
夫

常
任
理
事
　
㈱
サ
カ
ヱ

取
締
役

栗
田
多
美
子

常
任
理
事
　
㈱
三
鷹
冷
暖
房

代
表
取
締
役

山
口
　
義
男

常
任
理
事
　
竹
内
運
輸
工
業
㈱

代
表
取
締
役

竹
内
　
政
司

常
任
理
事
　
㈱
リ
ベ
ス
ト

代
表
取
締
役

荒
井
　
伸
吉

常
任
理
事
　
第
一
建
設
㈱

代
表
取
締
役

牛
窪
　
　
繁

常
任
理
事
　
㈱
石
黒
工
務
店

取
締
役
社
長

石
黒
　
秀
男

常
任
理
事
　
㈱
オ
ー
ル
設
計

代
表
取
締
役

藤
橋
　
清
治

常
任
理
事
　
㈱
共
進
プ
ロ
セ
ス

代
表
取
締
役
社
長

中
尾
　
淳
子

理
　
　
事
　
㈱
メ
イ
企
画

代
表
取
締
役

四
戸
　
　
勉

理
　
　
事
　
コ
メ
ッ
ト
電
機
㈱

代
表
取
締
役

高
橋
　
佳
幹

理
　
　
事
　
㈱
Ｐ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

大
内
　
祥
永

理
　
　
事
　
㈱
五
十
嵐
工
業
所

代
表
取
締
役

五
十
嵐
　
保

理
　
　
事
　
榎
本
興
産
㈲

代
表
取
締
役

榎
本
　
勝
治

理
　
　
事
　
㈲
山
本
工
務
店

取
締
役

梅
沢
　
幸
子

理
　
　
事
　
昭
研
工
業
㈱

代
表
取
締
役

金
子
　
武
文

理
　
　
事
　
㈲
境
南
建
材
工
業

代
表
取
締
役

志
賀
　
旦
典

理
　
　
事
　
㈱
Ｋ
２
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

石
田
　
　
健

理
　
　
事
　
㈱
三
鷹
金
属
化
工
所

代
表
取
締
役

岡
　
　
正
典

理
　
　
事
　
新
友
建
設
㈱

代
表
取
締
役

松
井
　
繁
幸

理
　
　
事
　
ア
イ
エ
ム
電
子
㈱

代
表
取
締
役

石
田
　
勝
美

理
　
　
事
　
資
料
マ
イ
ク
ロ
㈱

代
表
取
締
役

富
山
　
敏
之

理
　
　
事
　
㈲
小
山
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役

小
山
　
雅
巳

理
　
　
事
　
㈱
あ
さ
の

代
表
取
締
役

浅
野
　
晴
夫

理
　
　
事
　
㈲
木
口
機
械
製
作
所

代
表
取
締
役

木
口
　
敏
幸

理
　
　
事
　
㈲
栄
企
画

代
表
取
締
役

永
生
　
芳
樹

理
　
　
事
　
㈲
ナ
ヒ
ロ

代
表
取
締
役

中
野
　
信
一

理
　
　
事
　
㈱
倉
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト

代
表
取
締
役

倉
田
己
喜
男

理
　
　
事
　
㈱
新
教
育
研
究
所

代
表
取
締
役

伊
藤
　
隆
文

理
　
　
事
　
㈲
ワ
ー
ル
ド
美
術

代
表
取
締
役

田
中
　
義
夫

理
　
　
事
　
㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス

代
表
取
締
役

高
橋
　
俊
雄

理
　
　
事
　
㈱
ム
ラ
コ
シ

代
表
取
締
役

村
越
　
政
雄

理
　
　
事
　
筑
波
運
輸
建
設
㈱

代
表
取
締
役

鈴
木
　
　
茂

理
　
　
事
　
㈱
ほ
り
不
動
産

代
表
取
締
役

堀
　
　
俊
正

理
　
　
事
　
㈱
七
洋
商
会

代
表
取
締
役

橋
田
　
英
彦

理
　
　
事
　
横
河
電
機
㈱

総
務
課
長

中
島
　
　
一

理
　
　
事
　
㈱
紅
林
商
事

代
表
取
締
役

紅
林
　
澄
男

理
　
　
事
　
村
上
工
業
㈱

代
表
取
締
役

村
上
　
高
明

理
　
　
事
　
清
水
商
事
㈱

専
務
取
締
役
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水
　
宏
益

理
　
　
事
　
㈱
三
愛
サ
ー
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ス
セ
ン
タ
ー

専
務
取
締
役

小
川
　
　
清

理
　
　
事
　
㈲
金
子
産
業

代
表
取
締
役

金
子
　
文
夫

理
　
　
事
　
ア
イ
シ
ャ
産
業
㈱

代
表
取
締
役

高
柳
　
数
利

理
　
　
事
　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

富
岡
　
義
隆

理
　
　
事
　
㈲
コ
ス
モ
プ
ラ
ン

専
務
取
締
役

浅
野
　
祐
子

理
　
　
事
　
武
蔵
野
運
送
㈱

代
表
取
締
役

清
本
　
秋
男

理
　
　
事
　
㈱
富
士
商
店

代
表
取
締
役

藤
野
　
和
雄

監
　
　
事
　
ウ
テ
ナ
産
業
㈱

代
表
取
締
役
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事
　
㈱
ヒ
ラ
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代
表
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　「三鷹市政懇談会」開催のお知らせ

　このたび清原慶子三鷹市長をお招きし、市政報告をお聞きし、市政に対し質問

や要望すると共に、市長と親しく懇談する「市政懇談会」を下記の通り開催致し

ます。ご多忙とは存じますが、是非ご出席くださいますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記

１．日　時：平成21年２月３日（火）18：00～20：00
２．場　所：三鷹産業プラザ　７階
３．内　容：第一部　市政懇談会 18：00～19：00
　　　　　　（1）　清原市長のお話「最近の市政について」（仮題）

18：00～18：30 （30分）
　　　　　　（2）　市長への質問並びに要望 18：30～19：00 （30分）

　　　　　　第二部　交流会 19：00～20：00
４．主　催：武蔵野法人会　事業委員会及び三鷹6支部
５．会　費：2 , 0 0 0 円（当日申し受けます）
６．定　員：80名（定員になり次第締め切らせて頂きます）

詳しくは法人会事務局までお問い合わせ下さい。
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法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

◆税金についてのご相談は… 
　事務局にご連絡下さい 

  （税理士　担当） 

◆法律についてのご相談は… 
 毎月第2火曜日 

  （小林顧問弁護士  担当） 

◆経営についてのご相談は… 
 毎月第4木曜日 

  （中小企業診断士  担当） 

会場　武蔵野法人会館 

時間　午後1時～4時 

※予約制です。事前に事務局まで 
　ご連絡ください。 

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
〒１８０-０００６  武蔵野市中町2-１１-１３  三鷹ビル3Ｆ 
TEL.0422（51）1441/FAX.0422（55）5544

武蔵野法人会に設けられた相談室。
無料です。好評です。お気軽にどうぞ！
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料

相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

ほうじん ｢むさしの｣ 1月号 
発行　社団法人　武蔵野法人会 
〒180-0006 
武蔵野市中町2－11－13（三鷹ビル3階） 

TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,892名 

加入率＝49.4％（2008年11月末現在） 
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1 月の    行事予定表 

（元旦） 

法人会事務局　年始休暇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（成人の日） 

 

 

新春会員のつどい 

 

 

 

 

広報委員会 

 

新設法人説明会 

 

 

 

 

 

決算法人説明会 

三鷹第一支部会員交流会 

（2008年12月18日現在） 
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〒180-0006  武蔵野市中町１－19－18　武蔵野センタービル７Ｆ 

TEL：0422－52－7711　FAX：0422－56－0031

ウテナ産業株式会社  
代表取締役　臺　徳二郎  

吉祥寺駅南口の有料駐車場です。 
 

有限会社　サンバレー 
代表取締役　河 田  敏 夫 

 
〒180-0003  武蔵野市吉祥寺南町２－22－15 

TEL：0422－43－2333　FAX：0422－43－1670 

 

 

APARTMENTS　RENT

有限会社　ケイ・エステイト  
代表取締役　近 藤  忠 男 

 

〒180-0005  武蔵野市御殿山２－10－５ 

TEL：0422－44－7373　FAX：0422－44－2244 

 

 

〒180-0012 武蔵野市緑町２－１－10 

TEL：0422－52－2211　FAX：0422－53－1090 
http://www.musashino-higashi.org

健常児と自閉児のための総合学園 

学校法人　武蔵野東学園 
理 事 長　寺 田  欣 司 
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代表取締役社長　高 橋     勇 
 

多摩信用金庫  
お客さまの声が、私たちの糧です 

理 事 長　佐 藤  浩 二 
副理事長　鈴 木  弘 昭 

 

〒181-0015  東京都三鷹市大沢５－２－22 
TEL：0422－39－5511　FAX：0422－39－5512 

E-mail: kyounan-k1@gaikou.jp　http://www.gaikou.jp/top.htm

各種外構工事、建築資材販売他 

有限会社　境南建材工業 
 

代表取締役　志 賀  旦 典 
 

かて 

〒180-0022  武蔵野市境２－６－43 
TEL：0120－15－6343 

E-mail: info@musasisakai-ds.co.jp　http://www.musasisakai-ds.co.jp/ 
 

地域社会の交通事故0を目指す！ 
 

株式会社   武蔵境自動車教習所  

アパート・マンションセンター 

第一建設株式会社  
代表取締役　牛 窪     繁 

 本　　　店　〒181-0013  三鷹市下連雀３－22－13 
　　　　　　TEL：0422－46－4600（代）　FAX：0422－46－4681 
三鷹南口店　〒181-0013  三鷹市下連雀３－37－41 
　　　　　　TEL：0422－47－4600（代）　FAX：0422－47－5700 
　　　　　　http://www.dai-1.net 
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癒しの葬儀をご提供するアズマ 

代表取締役社長　荒 井  昭 博 

◇ 家族葬セミナー毎月開催中 ◇ 
 

株式会社　あ　さ　の 
代表取締役　淺 野  晴 夫 

 

〒181-0012  三鷹市上連雀２－５－15 
TEL：0422－49－0001　FAX：0422－49－0002 

E-mail: info@azuma-sosai.co.jp　http://www.azuma-group.co.jp 
 

〒181-0001 三鷹市井の頭２－８－２ 
TEL：0422－47－5000　FAX：0422－44－2233 

E-mail: asano-h@asano-it.co.jp　　　　　　　　　　　　　 

〒181-0012  三鷹市上連雀１－12－17 
TEL：0422－60－2211　FAX：0422－60－2200 

E-mail: office@bun-shin.co.jp　http://www.bun-shin.co.jp/ 
 

この街の印刷文化センターとして 
 

株式会社　文　　伸 
代表取締役会長　川　井　捷一郎 

 
代表取締役社長　川　井　信　良 

 

産業機器・総合商社 
 

株式会社　甲 信 商 工  
代表取締役　高 橋  甲子夫 
〒181-0002  三鷹市牟礼２－13－９ 

TEL：0422－46－6434　FAX：0422－46－6313 
E-mail: kinesan@koshinshoko.com　http://www.koshinshoko.com 

 
 
 

株式会社　A ZUMA  
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〒181-0002  三鷹市牟礼５－11－１ 
TEL：0422－46－3232　FAX：0422－71－6972 
E-mail: info@towalt.com　http://www.towalt.com

緑がつくるアメニティ空間 

東和ランドテック株式会社 
取締役会長　高 橋  光 夫 

 
取締役社長　高 橋  正 典 

 

〒190-8566  立川市柏町１－26－４ 
TEL：042－537－2111 

〒181-0004  三鷹市新川５－16－10 
TEL：0422－41－1121（代表）　FAX：0422－41－1120 

http://www.ceremore.co.jp

家  族  が  安  心 

株式会社　セレモアつくば 
代表取締役社長　辻　  正 司 

 

〒181-0004 三鷹市新川４－７－19 
TEL：0422－47－5982　FAX：0422－47－5589 

E-mail: kurita-t@sakae-kk.com　http://www.sakae-kk.com

公園施設の設計・施工 

株式会社　サ  カ  ヱ 
 

代表取締役　栗 田  嘉 嗣 
 

〒184-0003  小金井市緑町５－４－14 
TEL：042－384－3151（代）　FAX：042－384－3148 

E-mail: neon@hidakaneon.co.jp　http://www.hidakaneon.co.jp/

都会の夜景を演出する技術集団！ 

代表取締役社長　梅 根  憲 生 
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株式会社　新　　　光  
代表取締役　河 村      清 

 
〒184-0005  小金井市桜町２－10－19 

TEL：042－383－3711　FAX：042－383－2911 
E-mail: sinco@coral.ocn.ne.jp　http://www.sinco-inc.co.jp/

マシン＆ツールからＯＡ機器まで 
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〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町１－１－12 
TEL：0422－20－1211　FAX：0422－20－1210

心をかたちに　かたちを未来に 

小野山興産株式会社 

代表取締役　小野山  武 男 
 

トステム代理店・旭硝子特約店 
 

〒180-0001 武蔵野市吉祥寺北町１－24－１ 
TEL：0422－21－1551（代） 
FAX：0422－21－3189       

武蔵野硝子株式会社 
 

代表取締役　伊 藤     巌 
 

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町１－15－２ 
TEL：0422－22－8111　FAX：0422－21－0512 

E-mail: arai@libest.co.jp 
http://www.libest.co.jp 

 
 

住いさがしから住いづくりまで 
 

株式会社　リ ベ ス ト 
 

代表取締役　荒 井  伸 吉 

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町２－35－10 
TEL：0422－22－1567　FAX：0422－22－0294 

E-mail: info@gekidan-megumi.co.jp 
http://www.gekidan-megumi.co.jp/

〒180-0002  武蔵野市吉祥寺東町２－２－15 
TEL：0422－22－0881　FAX：0422－22－1073 

E-mail: shin@misuzukk.co.jp 
http://www.misuzukk.co.jp 

 
 

新築建替・リフォーム・ビル建設 

みすゞ建設株式会社  
代表取締役　宮 下  真 一 

愛と感動をお届けします!! 
 

株式会社　劇 団 め 組  総支配人　臼 居  由 男 
 

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町２－４－14 
TEL：0422－21－4411　FAX：0422－21－8269 

E-mail: info@kichijoji.d-h.co.jp 
http://www.kichijoji.d-h.co.jp

地域のみなさまと共に歩む 

吉祥寺第一ホテル 

〒180-0006  武蔵野市中町３－１－２ 
TEL：0422－52－0909　FAX：0422－51－8755 

E-mail: shacho@okishima.co.jp 
http://www.okishima.co.jp

品質定評のＳ・ＲＣ造中高層ビル 
 

沖島工業株式会社  
代表取締役　沖 島  徹 哉　 

 
〒180-0006  武蔵野市中町２－25－６ 

TEL：0422－53－2171　FAX：0422－53－2328 
http://www.comet-denki.co.jp 

 
 

DEVOTION TO REAL BEAUTY 
 

コメット電機株式会社  
代表取締役　高 橋  佳 幹 
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〒180-8570  武蔵野市吉祥寺南町３－13－２ 
TEL：0422－49－2811　FAX：0422－45－0312 

E-mail: tokyo@zenshinza.com 
http://www.zenshinza.com/

お芝居でちょっぴりホットな気分 

劇団前進座株式会社  
代  表　中 村  梅之助 

 

〒180-0011  武蔵野市八幡町３－１－１ 
TEL：0422－51－5517　FAX：0422－51－5229 

E-mail: info@hirayama-motors.co.jp 
http://www.hirayama-motors.co.jp/

常に明るく元気で前向きに！ 

平山モータース株式会社  
代表取締役　木 村  和 史 

〒180-0012　武蔵野市緑町１－５－１ 
東海グリーンパークビル２階（営業本部） 

TEL：0422－54－0051　FAX：0422－56－2951 
E-mail: support@pico-net.com 
http://www.pico-net.com 

 
 
 

デジタルの駆使・印刷のPICO 
 

プリンティングイン株式会社 
代表取締役　渡 辺  　 徹 

 

〒180-0014　武蔵野市関前２－５－16 
TEL：0422－52－2758 

 

自然の恵み、海の幸、山の幸産地直送・仕出しあり 

株式会社　瑞　鳳 

代表取締役　市 川  君 子 
 

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町１－11－30－401 
TEL：0422－20－2307　FAX：0422－20－2305 

Ｅ-mail: miho@tocle.co.jp 
http://air.find1.jp/tocle/ 

 

ビル管理・設備点検はおまかせ！ 
 

東京クリアランス工業株式会社  
代表取締役　鈴 木  美 穂 

 

誠実をモットーに 

〒180-0014 武蔵野市関前３－４－11 
TEL：0422－52－7172　FAX：0422－52－7172 
Ｅ-mail: enomotokousan@parkcity.ne.jp 

 

株式会社　榎 本 興 産 
代表取締役　榎 本  勝 治 

 

〒180-0014  武蔵野市関前２－17－13 
TEL：（練習場）0422－54－3401 

（バッティングセンター）0422－51－3431  
 
 

株式会社  イトーゴルフガーデン  

代表取締役　伊 藤  平 司 
 

代表取締役　山 口  智恵子 

〒187-0041  小平市美園町１－25－17 
　　　　　　　  サンフォーレ小平1Ｆ 

TEL：042－349－2400　FAX：042－349－2401 
E-mail: relief.0702.aflac@silk.ocn.ne.jp

アフラック最新のがん保険フォルテ 

有限会社　リ リ ー フ 
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〒180-0022  武蔵野市境２－２－12 
TEL：0422－51－1841（代）  FAX：0422－54－8751 

E-mail: kiyomoto@cranos.ocn.ne.jp  
 
 

清本建設株式会社 
代表取締役　清 本  正 法  

建 築 工 事 業 

介護付有料老人ホーム 
 

〒180-0023 武蔵野市境南町２－８－19 
TEL：0422－33－6011　FAX：0422－31－8230 

E-mail: ykawakami@t-silver.co.jp 
http://www.kaiteki.info 

 

株式会社　太平洋シルバーサービス  
園　長　川 上  洋 一 

 

不動産ソフトならダンゴネットへ 

〒180-0022  武蔵野市境１－15－14　宍戸ビル６Ｆ 
TEL：0422－60－3100　FAX：0422－53－8556 

E-mail: dango@dangonet.co.jp 
http://www.dangonet.co.jp

株式会社　ダンゴネット 
代表取締役　松 川  雄 二 

 

〒180-0014  武蔵野市関前３－５－９ 
TEL：0422－51－3456　FAX：0422－56－2076 

http://www3.ocn.ne.jp/̃mkc/

おいしいお弁当、パーティは 
 

協同組合　武蔵野給食センター  
理事長　鈴 木  敏 恭 

あなたの繁栄を約束するユニークな設計 

〒180-0022 武蔵野市境２－18－11 
TEL：0422－51－2266　FAX：0422－53－5172 

E-mail: s-ken@parkcity.ne.jp 
http://www.h6.dion.ne.jp/ s̃-ken

株式会社　新建築設計事務所 
 

代表取締役　倉 内  成 彬 
 

建築物清掃業 
 

〒180-0022  武蔵野市境３－６－１ 
TEL：0422－55－0311　FAX：0422－55－3313

株式会社　アサヒ総業 

代表取締役　児 玉  博 明 
 

〒180-0014  武蔵野市関前３－２－３ 
TEL：0422－51－6818　FAX：0422－52－3454 

 
 

不  動  産  管  理 

株式会社　エム・シー・エス  
代表取締役　鈴 村  　 博 

 

〒180-0022  武蔵野市境１－18－21 
TEL：0422－51－7082　FAX：0422－55－8408 

E-mail: kp.win@kyoshinps.co.jp 
http://www.kyoshinps.co.jp

工業部品・曲面・平面スクリーン印刷・ 
パット印刷・文具製品・雑貨 

株式会社　共進プロセス  
代表取締役　中 尾  淳 子 
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建築業・不動産賃貸管理 

〒181-0004 三鷹市新川６－３－６ 
TEL：0422－45－6551　FAX：0422－45－6572 

Ｅ-mail: s.nakano@nahiro.co.jp 
http://www.nahiro.co.jp/

有限会社　ナ  ヒ  ロ  
代表取締役　中 野  信 一 

 
本　社：〒181-0004 東京都三鷹市新川６－９－11 
事務所：〒181-0004 東京都三鷹市新川６－10－15 
TEL：0422－48－6623　FAX：0422－48－6604 

Ｅ-mail: hiro@kudawara.com 
http://www.kudawara.com/

私たちが日々の健康を支えます 

株式会社　ピーエイシー 
 

代表取締役社長　久田原  啓 文 
 

〒181-0014　三鷹市下連雀６－１－１ 
TEL：0422－44－8264　FAX：0422－44－8771 

E-mail: soumubu@takeuchi-uk.co.jp　 
http://www.takeuchi-uk.co.jp/ 

 

白石建設株式会社  
代表取締役　白 石  勝 也 

 
〒181-0013　三鷹市下連雀３－４－29 

TEL：0422－48－6611　FAX：0422－42－3107 
http://www.shiraishi-k.co.jp/ 

 
 

「信頼と技術」で地元に奉仕 

〒181-0002 三鷹市牟礼４－９－10 
TEL：0422－47－1131　FAX：0422－47－1103 

E-mail: mitaka@aqlub.com

フィットネス健倶楽部 
 

 
代表取締役　板 橋  安 男 

 

スイミング　アクラブ三鷹 

 

総合建設・総合物流企業 

竹内運輸工業株式会社 
会　長　竹　内　喜代司 
社　長　竹　内　政　司 

人に優しく伝えるLED表示装置 

〒181-0012 三鷹市上連雀４－10－14 
TEL：0422－49－7221　FAX：0422－49－7579 

E-mail: ishida@imdenshi.co.jp 
http://www.imdenshi.co.jp 

 

アイエム電子株式会社  
代表取締役　石 田  勝 美  

創業より57年の信頼と実績 
 

〒181-0013  三鷹市下連雀３－26－６ 
TEL：0422－47－4821　FAX：0422－47－2374 

Ｅ-mail: takayama@takayamafd.co.jp 
http://www.takayamafd.co.jp 

 

有限会社　高山不動産部 
 

代表取締役　徳 山  敬 子 
 

リーフ商事株式会社 
 

代表取締役　葉 山  永 政 
 

〒181-0013  三鷹市下連雀６－６－２ 
TEL：0422－48－1133　FAX：0422－48－1134

水  産  物  輸  入 
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〒184-0003  小金井市緑町２－16－27 
TEL：042－381－0004　FAX：042－385－2117 

E-mail: info@nihon-jidousya.co.jp 
http://www.nihon-jidousya.co.jp/

車検、整備から鈑金、塗装まで！ 

日本自動車整備株式会社 

〒184-0013  小金井市前原町１－13－１ 
TEL：042－381－1150　FAX：042－384－6622 

E-mail: tukuba@viola.ocn.ne.jp 
http://www.tukubaya.co.jp 

 
 

夢とロマンの墓所作りは当社へ！ 
 

つくば家石材株式会社 
代表取締役　信 山  勝 由 

 

〒184-0013  小金井市前原町１－３－27 
TEL：042－381－4460　FAX：042－381－4470 

E-mail: info@daiwa-ds.co.jp 
http://www.daiwa-ds.co.jp 

 
 

親切・丁寧・真心で安全運転教室 
 

株式会社　大和自動車教習所  
代表取締役　宮 野  隆 幸 

 

〒184-0004  小金井市本町６－９－41 
TEL：042－385－0711　FAX：042－385－0296 

E-mail: info@ishiguro-k.co.jp 
 
 
 

建設業・不動産コンサルティング 

株式会社　石黒工務店  
取締役社長　石 黒  秀 男 

 

〒184-0014　小金井市貫井南町４－28－27 
TEL：042－387－6473　FAX：042－387－6479 

E-mail: kouno@kenkou-kan.co.jp 
 
 

明日への健康、サポートします 
 

株式会社　健  康  館  
代表取締役社長　耕 納  善 子 

 

住宅建築資材なら全て揃います 
 

〒181-0013 小金井市貫井南町３－16－１ 
TEL：042－384－1517　FAX：042－385－2324 

E-mail: info@k-kanemori.co.jp 
http://www.k-kanemori.co.jp

株式会社　カ ネ モ リ 

代表取締役　森 屋  光 吉 
 

事業の発展に貢献する総合事務所 
 

〒184-0003 小金井市緑町５－５－４ 
TEL：042－385－6630　FAX：042－385－6604 

E-mail: tskaikei@sakuranet.jp 
http://www.bizup.jp/sakuranet/

税理士法人　東京さくら会計事務所  
代　　表　横 尾  和 儀  

自社ビルによる事務所・店舗賃貸業 
 

有限会社　エスエス  スリー  
代表取締役　坂 口  貞 義 

 

〒184-0004 小金井市本町１－７－２ 
TEL：042－383－6733　FAX：042－383－6733
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〒184-0004　小金井市本町５－６－22 
TEL：042－385－8133　FAX：042－385－9237 

E-mail: shimizu@ai-com.co.jp

PCソフト開発・システム構築 

株式会社　ア イ コ ム 
代表取締役　清 水     勉 

〒184-0004　小金井市本町５－11－７ 
TEL：042－381－1238　FAX：042－381－1371 

E-mail: info@hori-fudosan.com 
http://www.hori-fudosan.com

しんらいと誠実をモットーの 

株式会社　ほり不動産 
代表取締役　堀     俊 正 

〒184-0015  小金井市貫井北町５－19－12 
TEL：042－325－1911　FAX：042－324－0491 

E-mail: info@jec-ind.com 
http://www.jec-ind.com 

 
 
 
 

金型部品製造・販売 

ジェック工業株式会社 
代表取締役　開 発      宏 

 

〒184-0004　小金井市本町５－19－32 
TEL：042－386－2311　FAX：042－386－0115 

E-mail: info@actohome.com 
http://www.actohome.com/ 

 

上質なサービスをモットーに！ 

株式会社　アクトホーム 

〒184-0015　小金井市貫井北町２－４－24 
TEL：042－383－0534（代）  FAX：042－382－8324 

E-mail: mikasaag@jcom.home.ne.jp 
http://www.sompojapan-ag.com/a/mikasa/

あなたの暮しをHOTにサポート 

株式会社　ミ  カ  サ 

代表取締役　三 笠  俊 彦 
 

（ミカサ保険事務所） 

〒184-0005  小金井市桜町２－１－２ 
TEL：042－384－5555　FAX：042－384－5556 
TEL：0120－39－7740                                   

E-mail: nanayo@nanayo-auto.co.jp 
http://www.nanayo-auto.co.jp

あなたの車、高く買います 
 

株式会社　ナナヨウ・オートサービス  
代表取締役　橋 田  英 彦 

 

サンキューナナヨウ 

〒184-0004  小金井市本町５－18－14 
TEL：042－386－8530（代）　FAX：042－386－8531 

 

 

税理士法人　東京さくら会計事務所  
所長（税理士） 横 尾  政 明 

 

〒184-8522  小金井市緑町５－３－30 
TEL：042－381－4151　FAX：042－384－4437 
E-mail: soumu-honsha@murakoshi.com 

http://www.murakoshi.com

躍進するムラコシグループ！ 

株式会社　ム ラ コ シ 
代表取締役社長　村 越  政 雄 
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賀  正 

吉祥寺北第二支部 

信頼の不動産・地元に密着35年 

横河パイオニックス株式会社 
代表取締役社長　塩 野  芳 男 

 
〒180-0006 武蔵野市中町１－16－10 
　　　　  日本生命武蔵野ビル１Ｆ 

TEL：0422－55－1111 
FAX：0422－55－4567 

 

賀  正 

吉祥寺北第一支部 〒180-0004 武蔵野市吉祥寺本町１－９－10 
TEL：0422－21－1022 
FAX：0422－21－6052 

 

自然と健康　安心と美味 
 

株式会社　三  浦  屋 
 

代表取締役　山 崎  哲 保 
 

賀  正 

吉祥寺南支部 

〒180-0014 武蔵野市関前２－15－６ 
TEL：0422－26－8101

信頼の給排水・空調設備工事会社 

株式会社　五十嵐工業所 
 

代表取締役　五十嵐　保 
 

伊勢丹吉祥寺新館6階 

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町１－11－５ 
TEL：0422－20－4560（直） 
FAX：0422－20－4560      

 

インテリア・ギフト・雑貨 

有限会社　オーク クリーク 

専務取締役　花 井  孝 子 
 

〒181-0001 三鷹市井の頭４－19－７ 
TEL：0422－49－6940 
FAX：0422－49－6941 

 

（沖縄）琉球紅型染業 

有限会社　製品デザイン研究所 
 

倉 田  義 己 
 

賀  正 

武蔵野中央支部 

〒180-0003 武蔵野市吉祥寺南町１－７－11 
TEL：0422－47－3515／090－3311－7953 

FAX：0422－47－9170 
 
 

清水商事株式会社 

代表取締役　清 水  宏 益 
 

ビ ル 賃 貸 業 

〒180-0005 武蔵野市御殿山１－１－３ 
               クリスタルパークビル７Ｆ 

TEL：0422－70－2123 
FAX：0422－70－0800 

 

事業承継・経営計画策定・経営塾 
 

株式会社　マネジメントブレーン 
 

代表取締役　靜 間  俊 和 
 

〒180-0003 武蔵野市吉祥寺南町１－６－３ 
TEL：0422－47－0109 
FAX：0422－43－1811 

 
 

総支配人　松 田  喜 光 
 

株式会社　関東東急イン 
吉祥寺東急イン 

〒180-0004 武蔵野市吉祥寺本町１－11－27 
TEL：0422－21－2240 
FAX：0422－21－4303 

 
 

ランジェリーブティック 
 

株式会社　瑠     璃 
 

代表取締役　勝 俣  淳 子 
 

〒180-0004 武蔵野市吉祥寺本町２－11－13－606 
TEL：0422－20－9399 
FAX：0422－20－9780 

 

価値ある保険のトータルコンサルタント 
 

有限会社　エージェンシーあきこ 
 

神 林  明 子 
 

〒180-8750 武蔵野市中町２－９－32 
TEL：0422－52－4462 
FAX：0422－52－5705 

 

財団法人  武蔵野高年齢者 
職業経験活用センター 

 
 

理事長　八 木  和 則 
 

〒180-0006 武蔵野市中町１－２－９ 
TEL：0422－51－6000 
FAX：0422－53－6000 

 

レストラン喫茶上床・人情交差店 

株式会社　上　床 
 

代表取締役　上 床  敬 子 
 

〒180-0011 武蔵野市八幡町３－３－４ 
TEL：0422－53－8960 
FAX：0422－53－2113 

 
 

武蔵野ヤクルト販売株式会社 
 

代表取締役　浦 田  俊一郎 
 

人も地球も健康に 

〒180-0013 武蔵野市西久保２－14－７ 
TEL：0422－51－2207 
FAX：0422－51－2325 

 

タタミとクロスインテリアいわせ 
 

有限会社　岩 瀬 畳 店 
 

岩 瀬  　明 
 



（47） 平成21年1月5日 ほうじん「むさしの」 第372号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

〒180-0022 武蔵野市境１－15－14 
TEL：0422－51－4448 
FAX：0422－51－4447 

 

〒180-0023 武蔵野市境南町３－５－４ 
TEL：0422－32－2537 
FAX：0422－32－7845 

 
 

〒180-0022 武蔵野市境２－20－12　 
TEL：0422－51－8325 
FAX：0422－37－5360 

 
 

〒180-0022 武蔵野市境１－19－23－101 
TEL：0422－55－6011 
FAX：0422－55－6668 

 

より良く、より安く、より早くを！ 印　刷　全　般 

株式会社　宝  建  設 

代表取締役　浅 山  尚 武 

宍戸ビル株式会社 
 

代表取締役　宍 戸  美恵子 
 

光印刷株式会社 
 

代表取締役　沢　  良 治 
 

自家精米の専門店 
 

有限会社　武蔵野精米店 
 

〒180-0022 武蔵野市境５－27－12　 
TEL：0422－51－7476 
FAX：0422－55－8515 

 
 

ヤナセＬショップ車検のコバック 
 

株式会社　後藤自動車 
 

代表取締役　後 藤  一 敏 
 

〒180-0023 武蔵野市境南町３－21－２ 
TEL：0422－31－7365 
FAX：0422－31－7365

全て建物は骨組が基本 ― 構造設計 

有限会社　坪原調査設計 

代表取締役　坪 原  國 治 
 

〒180-0023 武蔵野市境南町４－１－６ 
TEL：0422－31－1661 
FAX：0422－31－2294 

 
 

〒180-0022 武蔵野市境１－17－１ 
TEL：0422－36－4664 
FAX：0422－36－4664 

 
 

トライビジョンの総合メーカー 
 

株式会社　ブルー・エンジニアリング 
 

各種タイヤ取扱い 
 

有限会社　クレベール 
 

代表取締役　福 原  泰 明 
 

賀  正 

境  支  部 

〒180-0011 武蔵野市八幡町２－２－３ 
TEL：0422－55－5739 
FAX：0422－53－6489 

 

サンクス中央公園店（菊池酒店） 

 
有限会社　コーセー商事 

 
代表取締役　菊 池  太 郎 

 

〒180-0013 武蔵野市西久保２－15－24 
TEL：0422－51－3248（代） 
FAX：0422－54－0808　　  

 
 
 
 

松本電設株式会社 
 

代表取締役　松 本  幸 藏 
 

伝統と技術を基に社会への貢献 

〒180-0011 武蔵野市八幡町３－８－５ 
TEL：0422－51－6341 
FAX：0422－55－2941 

 
 

〒180-0014 武蔵野市関前３－33－１ 
TEL：0422－51－0862 

 
 

井口建材工業有限会社 
 

代表取締役　井 口  一 男 
 

有限会社　桜井教材社 
 

代表取締役　桜 井  一 凪 
 

特 定 建 設 業 

株式会社　岡  本  組 

〒180-0014 武蔵野市関前３－１－５ 
TEL：0422－52－3456 
FAX：0422－53－7983 

 

代表取締役　鈴 木  敏 恭 
 

株式会社　彌生精機製作所 
 

〒180-0014 武蔵野市関前３－16－11－401 
TEL：0422－53－5188 
FAX：0422－53－8977 

 
 
 

有限会社　荻原内装店 
 

代表取締役　荻 原  利 夫 
 

代表取締役　岡 本 厚 夫 
 

〒181-0011 武蔵野市八幡町１－６－12 
TEL：0422－53－2812 
FAX：0422－53－2813

賀  正 

三鷹中央支部 〒180-0022 武蔵野市境２－10－21 
TEL：0422－55－1001（代）  
FAX：0422－53－9306         

 
 

空調・衛生設備設計施工 
 

田村設備工業株式会社 
 

代表取締役　根 本  貫太郎 
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－会員増強にご協力下さい－

〒181-0013 三鷹市下連雀３－９－８ 
TEL：0422－46－5961 
FAX：0422－46－5965 

 

ファミリーマート紅林下連雀店 

株式会社　紅 林 商 事 
 

代表取締役　紅 林  澄 男 
 

株式会社　サンコート　山口文林堂 

書画用品、掛軸の表装、赤ちゃん筆 

代表取締役　山 口  兵 衛 
 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－32－17 
TEL：0422－49－7770 
FAX：0422－49－7775

〒181-0013 三鷹市下連雀３－17－18－102 
TEL：0422－42－3833 
FAX：0422－42－3833

賃貸経営に関するコンサルタント 

有限会社 服部コンサルタント事務所 
 

所　長　服 部  千 尋 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀１－９－12 
TEL：0422－70－3591 
FAX：0422－70－3592 

 

売る時・買う時・買い換える時 
 

株式会社　Ｋ2ホーム 
 

代表取締役　石 田  　 健 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－33－８ 
TEL：0422－47－1188 
FAX：0422－45－5939 

 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－22－９ 
　　　　　　  ライオンズマンション１Ｆ 

TEL：0422－42－6747 
 

安くて楽しく美人揃いの飲める店 

不 動 産 賃 借 
 

株式会社　三鷹婦人会館 
 

代表取締役　鈴 木  紀 子 
 

スナックパッション 
（あしたば姉妹店） 

代表取締役　神 賀  玲 子 
 

賀  正 

三鷹第一支部 

〒181-0013 三鷹市下連雀２－８－28 
TEL：0422－48－5235 
FAX：0422－48－5276 

 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－27－９　  
TEL：0422－48－4904（会社） 
FAX：0422－48－1129（自宅） 

 
 

環境と省エネ重視の冷暖房 
 

株式会社　三鷹冷暖房 
 

代表取締役　山 口  義 男 
 

大衆割烹はしもと 
 

有限会社　正　重 
 

代表取締役　橋 本  光 雄 
 

株式会社  東海日動パートナーズ・ウエスト 
 

三鷹支店長　佐 藤  昌 男 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－26－9 
　　　　　　　   サンシロービル６Ｆ 

TEL：0422－42－3731 
FAX：0422－42－3732

保 険 代 理 店 

〒181-0013 三鷹市下連雀２－14－43 
TEL：0422－26－6022 
FAX：0422－31－1450

福祉と教育の住環境を創造する 

有限会社　Ｒ＆Ｍ'カシマ 

取締役　山 本  康 雄 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－34－２ 
TEL：0422－71－8500 
FAX：0422－71－8200 

 
 
 

水道・ガス・電気・防犯カメラ 

ライフライン株式会社 
 

代表取締役　所 谷  昭 一 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－41－14 
                     コスモフォーラム210 

TEL：0422－72－1601 
FAX：0422－72－1602 

 

身近な存在の設計事務所を目指す 
 

株式会社　オール設計 
 

代表取締役　藤 橋  清 治 
 

不動産よろず相談所 

株式会社　東京ハウス 

代表取締役　千 葉  宏 昭 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－31－12 
TEL：0422－46－7511 
FAX：0422－46－7015

〒181-0013 三鷹市下連雀３－35－１ 
                     三鷹コラル地下１階 
TEL＆FAX：0422－43－0701 

 

有機米専門店その場で精米旨い米 
 

有限会社　三　　雅 
 

代表取締役　明 平  知 子 
 

サ　 　 　　ガ 

〒181-0013 三鷹市下連雀１－13－１　 
TEL：0422－47－5085 
FAX：0422－48－5087 

 
 

三鷹の森   ジブリ美術館前の店 

有限会社　マサキ屋商店 
 

代表取締役　浅 見      昭 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀３－26－９ 
TEL：0422－49－3460 
FAX：0422－46－7237

地域とテナントの発展に貢献する 
 

サンシロービルサービス株式会社 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀６－１－15 
TEL：0422－49－8850（代） 
FAX：0422－47－2444         

 

リコートップディーラー 

城西リコピー株式会社 
 

代表取締役　酒 井  康 行 
 



（49） 平成21年1月5日 ほうじん「むさしの」 第372号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

戸建住宅その他建築の設計・監理 

 

〒181-0002 三鷹市牟礼６－24－３ 
TEL：0422－43－1006 
FAX：0422－46－2283 

 
 
 

有限会社　太平塗装工業所 
 

代表取締役　塚 田  博 人 
 

〒181-0001 三鷹市井の頭５－14－17 
TEL：0422－46－7951 
FAX：0422－46－7952 

 
 
 

有限会社　小山設計事務所 
 

代表取締役　小 山  雅 巳 
 

〒181-0001 三鷹市井の頭５－３－34 
TEL：0422－46－3557 
FAX：0422－49－6065

株式会社　田村工務店 
 

代表取締役　田 村  富次郎 

心　それはあたたかい思いやりです 

金属・樹脂・FRP・塗装全般 

〒181-0013 三鷹市下連雀９－６－30 
TEL：0422－43－2734 
FAX：0422－43－2759

複合機・ＰＣ関連はお任せ下さい 
 

有限会社　ワイズパートナー 

代表取締役　吉 田  政 利 
 

（旧政文堂） 
 

〒181-0002 三鷹市牟礼７－６－３ 
TEL：0422－43－5888 
FAX：0422－43－5896

ウインズ陶芸研究所 
 

〒181-0002 三鷹市牟礼７－４－34－105 
TEL：0422－41－8666 
FAX：0422－41－8669 

 

損保・カードによる燃料販売 
 

有限会社　武 三 商 事 
 

代表取締役　石 井  良 司 
 

〒181-0002 三鷹市牟礼５－１－19 
TEL：0422－45－3131㈹ 
FAX：0422－42－1755    

〒181-0013 三鷹市下連雀７－12－16 
TEL：0422－47－3661 
FAX：0422－43－8719 

 

金属メッキ・防災システムの点検 
 

山下産業株式会社 
 

代表取締役会長　山 下  陽 右 
代表取締役社長　佐 藤　   晃 

 〒181-0013 三鷹市下連雀７－１－26 
TEL：0422－41－9601 
FAX：0422－41－4430 

 
 

〒181-0013 三鷹市下連雀７－16－８ 
TEL：0422－44－6131 
FAX：0422－49－7207 

 

株式会社　渡 辺 機 器 
 

代表取締役　渡 辺  宣 彦 
 

各種メッキ・アルミアロジン処理 

株式会社　三鷹金属化工所 
 

代表取締役　岡      正 典 
 

新友建設株式会社 

代表取締役　松 井  繁 幸 

〒181-0013 三鷹市下連雀６－17－１ 
TEL：0422－48－3166 
FAX：0422－46－8215

賀  正 

三鷹第二支部 

快適な住まいのお手伝い 

精密機器設計製造 

〒190-0022  立川市錦町１－4－28 
　　　   NK第１ビル２Ｆ  
TEL：042－540－2731 
FAX：042－540－2782

総合ビル管理・飲食事業 

株式会社　三愛サービスセンター  事業本部 
 

代表取締役　澤 井　　薫　 
 

（総合受付センター） 

〒181-0012 三鷹市上連雀８－12－５ 
TEL：0422－43－3286 
FAX：0422－45－3808 

 

三鷹市指定上下水道工事店 
 

村上工業株式会社 
 

代表取締役　村 上  高 明 
 

賀  正 

三鷹第三支部 

〒181-0013　三鷹市下連雀６－５－６－102 
TEL：0422－49－9238 
FAX：0422－49－9208 

 

訪問介護は、お任せ下さい 
 

有限会社　ハーモニーケアサービス 
 

代表取締役　藤 田  美惠子 
 

賀  正 

三鷹第四支部 〒181-0013 三鷹市下連雀１－１－１ 
TEL：0422－48－1168 
FAX：0422－48－1169 

 
 

愉快に楽しくみんなでスポーツ 
 

社団法人  日産会  春光スポーツ倶楽部 
 

事務局長　斉 藤      了 
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〒181-0011 三鷹市井口２－２－３ 
TEL：0422－39－4844 
FAX：0422－34－0167 

 

有限会社　栄　企　画 
 

代表取締役　永 生  芳 樹 
 

賀  正 

三鷹第五支部 

有限会社　中 央 油 化 

地下タンク漏洩検査・設置工事 

〒181-0011 三鷹市井口５－９－12 
TEL：0422－34－2841 
FAX：0422－34－2842

〒181-0004 三鷹市新川２－14－40 
TEL：0422－43－8553 
FAX：0422－43－8553 

 

子猫の様な小回配送いたします 
 

有限会社　リトルキャットエキスプレス 
 

代表取締役　窪 田  純 子 
 

賀  正 

小金井南支部 

有限会社　誠  商  事 

不動産賃貸管理 

代表取締役　鴨 下  　 勉 
 

〒184-0012 小金井市中町１－13－14 
TEL：042－388－6002 
FAX：042－388－6000

アイシャ産業株式会社 

建物清掃総合管理・警備業 

代表取締役　高 柳  数 利 
 

〒184-0002 小金井市梶野町１－４－５ 
TEL：0422－51－8083 
FAX：0422－51－0755

賀  正 

小金井北第一支部 〒208-0011 武蔵村山市学園１－125　 
TEL：042－516－1717 
FAX：042－516－1721

一般貨物輸送・倉庫管理・保管 

筑波運輸建設株式会社 

代表取締役　鈴 木      茂 
 
 

〒181-0004 三鷹市新川２－１－21 
TEL：0424－43－2051 
FAX：0424－43－2052

 

佐藤興業運輸株式会社 
 

代表取締役　佐 藤  宇三郎 
 

〒181-0003 三鷹市北野２－６－44 
TEL：0422－43－9219 
FAX：0422－43－9226 

 
 

万年塀工事の倉コンです 
 

株式会社　倉田コンクリート 
 

代表取締役　倉 田  己喜男 
 

〒181-0005 三鷹市中原２－12－７ 
TEL：0422－48－3344 
FAX：0422－48－3327 

 

ヨシザワ株式会社 
 

代表取締役　吉 澤  邦 雄 
 

クリーンな水と空気をおとどけする 
 

株式会社　浅 水 商 会 
 

代表取締役　浅 水  重 信 
 

〒181-0002 三鷹市牟礼７－４－52 
TEL：0422－47－7728 
FAX：0422－47－7502

〒181-0003 三鷹市北野３－10－20 
TEL：0422－48－5106 
FAX：0422－48－5788

一般土木工事 
 

有限会社　鈴 木 土 木 
 

代表取締役　鈴 木  孝 治 
 

篠崎運送有限会社 

いつでも、なんでも、どこへでも 

代表取締役　篠 崎  栄 一 

〒181-0004 三鷹市新川４－14－２ 
TEL：0422－46－1194 
FAX：0422－47－0070
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飲食関連
（株）上床 ……………………………………………… 46

スナックパッション ………………………………… 48

（株）瑞鳳 ……………………………………………… 41

（有）正重 ……………………………………………… 48

（協）武蔵野給食センター …………………………… 42

金融・保険
（有）エージェンシーあきこ ………………………… 46

多摩信用金庫 ………………………………………… 36

（株）東海日動パートナーズ・ウエスト …………… 48

（株）ミカサ …………………………………………… 45

（有）リリーフ ………………………………………… 41

不動産関連
（株）アクトホーム …………………………………… 45

ウテナ産業（株） ……………………………………… 35

（有）エスエススリー ………………………………… 44

（株）榎本興産 ………………………………………… 41

（株）エム・シー・エス ……………………………… 42

小野山興産（株） ……………………………………… 40

（有）ケイ・エステイト ……………………………… 35

（株）Ｋ２ホーム ……………………………………… 48

サンシロービルサービス（株） ……………………… 48

（有）サンバレー ……………………………………… 35

宍戸ビル（株） ………………………………………… 47

清水商事（株） ………………………………………… 46

第一建設（株） ………………………………………… 36

（有）高山不動産部 …………………………………… 43

（株）東京ハウス ……………………………………… 48

（有）服部コンサルタント事務所 …………………… 48

（株）ほり不動産 ……………………………………… 45

（有）誠商事 …………………………………………… 50

（株）三鷹婦人会館 …………………………………… 48

横河パイオニックス（株） …………………………… 46

（株）リベスト ………………………………………… 40

サービス
アイシャ産業（株） …………………………………… 50

アクラブ三鷹　フィットネス健倶楽部 …………… 43

（株）あさの …………………………………………… 37

（株）アサヒ総業 ……………………………………… 42

（株）A’ZUMA  東葬祭 ……………………………… 37

（株）イトーゴルフガーデン ………………………… 41

吉祥寺第一ホテル …………………………………… 40

吉祥寺東急イン ……………………………………… 46

（株）三愛サービスセンター ………………………… 49

シティテル武蔵境 ……………………………… 表紙Ⅲ

（株）セレモアつくば ………………………………… 38

（株）大和自動車教習所 ……………………………… 44

（有）中央油化 ………………………………………… 50

東京さくら会計事務所 ……………………………… 44

東京さくら会計事務所 ……………………………… 45

日本自動車整備（株） ………………………………… 44

平山モータース（株） ………………………………… 41

（有）武三商事 ………………………………………… 49

（株）マネジメントブレーン ………………………… 46

（株）三鷹冷暖房 ……………………………………… 48

（株）武蔵境自動車教習所 ………………… 36・表紙Ⅳ

ライフライン（株） …………………………………… 48

ＩＴ関連
（株）アイコム ………………………………………… 45

（株）ダンゴネット …………………………………… 42

広　告
（株）日高ネオン ……………………………………… 38

医療・健康関連
（株）健康館 …………………………………………… 44

（株）ピーエイシー薬局くだわら …………………… 43

教育関連
（学）武蔵野東学園 …………………………………… 35

文化・芸術関連
劇団前進座（株） ……………………………………… 41

（株）劇団め組 ………………………………………… 40

（株）サンコート　山口文林堂 ……………………… 48

（有）製品デザイン研究所 …………………………… 46

その他
ジェック工業（株） …………………………………… 45

（株）太平洋シルバーサービス ……………………… 42

（有）坪原調査設計 …………………………………… 47

（社）日産会春光スポーツ倶楽部 …………………… 49

（有）ハーモニーケアサービス ……………………… 49

（財）武蔵野高年齢者職業経験活用センター ……… 46

リーフ商事（株） ……………………………………… 43

平成21年賀詞広告索引（2）
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建設関連
（有）R&M’カシマ……………………………………… 48

（株）浅水商会 ………………………………………… 50

（株）飯田産業 …………………………………… 表紙Ⅱ

（株）五十嵐工業所 …………………………………… 46

井口建材工業（有） …………………………………… 47

（株）石黒工務店 ……………………………………… 44

（株）オール設計 ……………………………………… 48

（株）岡本組 …………………………………………… 47

沖島工業（株） ………………………………………… 40

（有）荻原内装店 ……………………………………… 47

（株）カネモリ ………………………………………… 44

（株）倉田コンクリート ……………………………… 50

清本建設（株） ………………………………………… 42

（有）境南建材工業 …………………………………… 36

（有）小山設計事務所 ………………………………… 49

（株）サカヱ …………………………………………… 38

白石建設（株） ………………………………………… 43

（株）新建築設計事務所 ……………………………… 42

新友建設（株） ………………………………………… 49

（有）鈴木土木 ………………………………………… 50

（株）宝建設 …………………………………………… 47

（株）田村工務店 ……………………………………… 49

東京クリアランス工業（株） ………………………… 41

（有）ナヒロ …………………………………………… 43

松本電設（株） ………………………………………… 47

みすゞ建設（株） ……………………………………… 40

武蔵野硝子（株） ……………………………………… 40

村上工業（株） ………………………………………… 49

造園・園芸
東和ランドテック（株） ……………………………… 38

製　造
アイエム電子（株） …………………………………… 43

ウインズ陶芸研究所 ………………………………… 49

コメット電機（株） …………………………………… 40

（有）太平塗装工業所 ………………………………… 49

（株）ブルー・エンジニアリング …………………… 47

（株）三鷹金属化工所 ………………………………… 49

（株）ムラコシ ………………………………………… 45

山下産業（株） ………………………………………… 49

（株）彌生精機製作所 ………………………………… 47

ヨシザワ（株） ………………………………………… 50

（株）渡辺機器 ………………………………………… 49

出版・印刷関連
（株）共進プロセス …………………………………… 42

（有）栄企画 …………………………………………… 50

光印刷（株） …………………………………………… 47

プリンティングイン（株） …………………………… 41

（株）文伸 ……………………………………………… 37

運　輸
佐藤興業運輸（株） …………………………………… 50

篠崎運送（有） ………………………………………… 50

橋運送（株）…………………………………………… 49

竹内運輸工業（株） …………………………………… 43

筑波運輸建設（株） …………………………………… 50

（有）リトルキャットエキスプレス ………………… 50

卸　売
（株）甲信商工 ………………………………………… 37

城西リコピー（株） …………………………………… 48

武蔵野ヤクルト販売（株） …………………………… 46

小　売
（有）岩瀬畳店 ………………………………………… 46
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